
〈１〉令和 ３年（２０２１年）７月２5日（日曜日） 国　士　舘　大　学　新　聞 年4回・２5日発行 第5２5号

今号の
紙　面

大
岩
千
未
来
選
手
（
理
工
２
年
）　
＝
ア
フ
ロ
提
供

７人 晴れの舞台へ

▼
政
経
学
部
創
設
60
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…【
２
面
】

▼『
国
士
舘
百
年
史
　
通
史
編
』編
纂
事
業
を
振
り
返
っ
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…【
４
面
】

▼
就
活
支
援 

オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用
し
手
ご
た
え
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…【
５
面
】

▼
東
京
２
０
２
０
大
会
出
場
の
学
生
３
選
手
に
意
気
込
み
を
聞
く
…
…
…
…
…
…【
６
面
】

推薦選抜（一般公募制）
選抜日程・選抜内容について

インターネット
出 願 期 間 11月 1 日㈪～11月 ８ 日㈪

実 施 学 部 政経学部、理工学部、法学部、文学部、
２1世紀アジア学部、経営学部

試 験 日 11月２1日㈰

合格発表日 1２月 1 日㈬

入学手続日 1 次手続締切日：1２月1５日㈬
２次手続完了日： 3月 1日㈫� 郵送消印有効

選 抜 内 容
小論文（６００字）� 1００点／６０分
面　　接（理工学部を除く学部）� 1００点
口頭試問（理工学部のみ）� 1００点
書類審査�（調査書、推薦書、学修計画書）� 1００点

ＡＯ選抜Ⅰ期
選抜日程・選抜内容について

インターネット
出 願 期 間 1０月 1 日㈮～1０月 ７ 日㈭

実 施 学 部 全学部

試 験 日 1０月２４日㈰

合格発表日 11月 1 日㈪

入学手続日 1 次手続締切日：11月1５日㈪
２次手続完了日： 3月 1日㈫� 郵送消印有効

選 抜 内 容

小論文（６００字）� 1００点／６０分
面　　接（政経学部・理工学部を除く学部）� 1００点
口頭試問（政経学部・理工学部のみ）� 1００点
書類審査�（調査書、出願基準証明書、学修計画書）
� 1００点

◆https://www.kokushikan.ac.jp/admission/

※詳しくは、「令和４年度（２０２２年度）入
学者選抜要項」で必ずご確認ください。

令和４年度
（２０２２年度）入学者選抜要項概要

※AO選抜Ⅱ・Ⅲ期の実施学部・選抜日程等は、本学のホームページもしくは「令和４年度（２０２２年度）入学者選抜要項」でご確
認ください。

［
凡
例
］
氏
名
／
出
場
種
目

／
所
属
／
出
身
地
／
主
な
経

歴
／
年
齢（
７
月
21
日
現
在
）

《
在
学
生
》

●
喜
田
純
鈴
（
き
た
・
す
み

れ
）
／
新
体
操
・
個
人
総
合

／
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
３
年

／
香
川
県
／
高
松
中
央
高
出

身
／
20
歳

○
主
な
成
績

　
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
が
７
月
23
日
か
ら

８
月
８
日
ま
で
の
17
日
間
、
同

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が

８
月
24
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で

の
13
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ

る
。

　
本
学
か
ら
は
、
５
競
技
で
、

在
学
生
３
人
、
卒
業
生
４
人
が

日
本
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。

ま
た
、
教
員
２
人
が
コ
ー
チ
と

し
て
派
遣
さ
れ
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
開
催
の
１

年
延
期
決
定
後
、
各
競
技
大
会

の
中
止
や
延
期
、
厳
重
な
感
染

対
策
な
ど
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら

も
、
国
内
外
の
厳
し
い
戦
い
を

勝
ち
抜
い
た
選
手
ら
。
五
輪
期

間
中
は
、
東
京
都
が
緊
急
事
態

宣
言
下
と
な
り
、
首
都
圏
に
限

ら
ず
ほ
と
ん
ど
の
試
合
会
場
が

無
観
客
と
な
る
中
、
選
手
ら
は

大
舞
台
に
臨
む
。

　
＝
３
・
６
面
に
関
連

　
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
団
が
順
次

入
国
し
、
町
田
と
多
摩
の
各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
で
練
習

を
開
始
し
た
。
７
月
19
日
に

は
競
泳
・
自
由
形
の
ス
ナ
イ

フ
リ
ー
ド
ゥ
ル
・
ソ
ル
・
ヨ

ゥ
ル
ン
ナ
ル
ド
ッ
テ
ィ
ル
選

手
が
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
プ

ー
ル
を
訪
れ
、
大
会
に
向
け

て
調
整
を
行
っ
た
。

　
選
手
団
は
競
泳
と
陸
上
競

技
・
男
子
円
盤
投
の
選
手
各

１
人
と
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
８

人
で
、
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15

号
館
や
プ
ー
ル
の
ほ
か
、
多

『
国
士
舘
百
年
史 

通
史
編
』を
刊
行

東京五輪開幕

大
会
組
織
委
と
連
携
協
定
締
結

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
促
進
も

聖火つないだ

摩
キ
ャ
ン
パ
ス
の
陸
上
競
技

場
や
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
使
用

す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

学
生
と
の
動
線
を
分
け
、
接

触
し
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
。

　
同
国
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
団
は
８
月
17
日
か
ら
本
学

多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
で
練
習
を

行
う
予
定
。

　
本
学
施
設
の
無
償
提
供

は
、
本
学
と
、
同
国
の
事
前

キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
る
東
京
都

多
摩
市
、
同
国
の
各
協
会
と

の
覚
書
に
よ
る
も
の
。

【
令
和
元
年
】
全
日
本
選
手

権
個
人
総
合
優
勝

【
令
和
２
年
】
グ
ラ
シ
ア
カ

ッ
プ
種
目
別
ボ
ー
ル
３
位
、

全
日
本
学
生
選
手
権
個
人
総

合
優
勝
、
全
日
本
選
手
権
個

人
総
合
優
勝

【
令
和
３
年
】
全
日
本
ク
ラ

ブ
選
手
権
個
人
総
合
１
位

●
大
岩
千
未
来（
お
お
い
わ
・

ち
さ
き
）
／
新
体
操
・
個
人

総
合
／
理
工
学
部
２
年
／
千

葉
県
／
あ
ず
さ
第
一
高
出
身

／
19
歳

○
主
な
成
績

【
令
和
３
年
】
Ｗ
杯
ソ
フ
ィ

ア
大
会
個
人
総
合
８
位
、
Ｗ

杯
ペ
サ
ロ
大
会
個
人
総
合
10

位
・
種
目
別
ボ
ー
ル
８
位
・

ク
ラ
ブ
５
位
、
全
日
本
ク
ラ

ブ
選
手
権
個
人
総
合
２
位

●
齋
藤
元
希（
さ
い
と
う
・
げ

ん
き
）／
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

水
泳
／
工
学
研
究
科
修
士
課

程
１
年
／
山
形
県
／
日
大
山

形
高
─
国
士
舘
大
（
令
和
３

年
理
工
学
部
卒
）
／
22
歳

○
主
な
成
績

【
令
和
元
年
】
Ｉ
Ｄ
Ｍ
ベ
ル

リ
ン
大
会
２
０
０
㍍
自
由
形

３
位
・
４
０
０
㍍
自
由
形
３

位
・
４
０
０
㍍
個
人
メ
ド
レ

ー
３
位
、
第
36
回
日
本
パ
ラ

水
泳
選
手
権
大
会
１
０
０
㍍

バ
タ
フ
ラ
イ
優
勝
・
２
０
０

㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝

【
令
和
３
年
】
第
37
回
日
本

パ
ラ
水
泳
選
手
権
大
会
　
１

０
０
㍍
背
泳
ぎ
優
勝
・
２
０

０
㍍
個
人
メ
ド
レ
ー
優
勝

《
卒
業
生
》

●
小
南
拓
人
（
こ
み
な
み
・

た
く
と
）
／
陸
上
競
技
・
や

り
投
／
染
め
Ｑ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ィ
／
北
海
道
／
札
幌
第
一
高

―
国
士
舘
大
（
平
成
30
年
体

育
学
部
卒
）
／
25
歳

○
主
な
成
績

【
令
和
３
年
】
織
田
記
念
国

際
大
会
優
勝
、
日
本
選
手
権

優
勝

●
清
水
梨
紗
（
し
み
ず
・
り

さ
）
／
サ
ッ
カ
ー
女
子
／
日

テ
レ
・
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
ベ

レ
ー
ザ
／
兵
庫
県
／
元
石
川

高
―
国
士
舘
大
（
令
和
元
年

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
卒
）
／

25
歳

○
主
な
成
績

【
令
和
元
年
】
日
本
代
表
、

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ス
大
会
ベ
ス

ト
16

【
令
和
２
年
】
日
本
代
表

【
令
和
３
年
】
日
本
代
表

●
岩
崎
優
（
い
わ
ざ
き
・
す

ぐ
る
）
／
野
球
／
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
／
静
岡
県
／
清
水
東

高
―
国
士
舘
大
（
平
成
26
年

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
卒
）
／

30
歳

○
主
な
成
績

【
令
和
元
年
】
登
板
数
48
試

合
、
防
御
率
１
・
01

【
令
和
２
年
】
登
板
数
41
試

合
、
防
御
率
１
・
82

●
横
田
葵
子
（
よ
こ
た
・
き

こ
）
／
新
体
操
・
団
体
総
合

／
ク
ラ
シ
エ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
／
東
京
都
／
昭
和
学
院

高
―
国
士
舘
大
（
令
和
２
年

21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
卒
）
／

24
歳
　
※
２
大
会
連
続
出
場

○
主
な
成
績

【
令
和
元
年
】
第
37
回
世
界

新
体
操
選
手
権
大
会
団
体
種

目
別
ボ
ー
ル
優
勝
・
団
体
種

目
別
フ
ー
プ
＆
ク
ラ
ブ
２

位
・
団
体
総
合
２
位

《
教
員
》

●
岡
田
雅
次
（
お
か
だ
・
ま

さ
じ
）
／
陸
上
競
技
・
コ
ー

チ
／
体
育
学
部
教
授
／
東
京

都
／
本
学
陸
上
競
技
部
監
督

／
59
歳

●
鈴
木
桂
治
（
す
ず
き
・
け

ワクチン接種を受ける学生。打ち手は
学内の救急救命士（世田谷キャンパス）

　
本
学
は
、
平
成
26
年
に
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委

員
会
と
大
学
連
携
協
定
を
締

結
し
て
以

降
、
同
28
年

に
多
摩
市
と

連
携
協
定

を
、
令
和
元
年
に
は
多
摩
市

と
多
摩
市
内
６
大
学
（
大
妻

女
子
、恵
泉
女
学
園
、多
摩
、

国
士
舘
、
桜
美
林
、
東
京
医

療
学
院
）
と
で
連
携
協
定
を

成
功
を
願
っ
て

町
田
、多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
利
用

大
学
拠
点
接
種
を
開
始

　
本
学
は
、
７
月
３
日
か
ら

本
学
学
生
・
教
職
員
ほ
か
関

係
者
約
８
０
０
０
人
を
対
象

と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
大
学
拠
点
接

種
を
開
始
し
た
。

　
初
日
の
接
種
会
場
と
な
っ

た
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
体

育
・
武
道
館
１
階
に
は
、
予

約
時
間
に
合
わ
せ
て
教
職

員
・
学
生
が
訪
れ
、
約
１
０

０
０
人
が
接
種
を
受
け
た
。

　
学
生
か
ら
は
、「
受
付
か

ら
終
了
ま
で
ス
ム
ー
ズ
で
安

心
し
て
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
」「
感
染
リ
ス
ク

を
少
し
で
も
減
ら
し
た
か
っ

た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　
本
学
の
大
学
拠
点
接
種

は
、
協
定
を
結
ぶ
多
摩
丘
陵

病
院
の
協
力
を
得
て
、
本
学

体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学

学
園
閉
鎖
の

お
知
ら
せ

　
本
学
は
法
律
に
基
づ
く
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と

し
て
次
の
期
間
中
、
学
園
を

閉
鎖
し
ま
す
。
こ
の
間
に
管

理
者
・
許
可
者
以
外
は
入
構

で
き
ま
せ
ん
。

■
世
田
谷
・
町
田
・
多
摩
キ

ャ
ン
パ
ス
：
８
月
12
日
～
17

日■
中
学
・
高
校
区
域
：
８
月

２
日
～
８
日

締
結
し
、
平
成
30
年
本
学
に

設
置
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
援

課
が
中
心
と
な
っ
て
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
気
運

醸
成
を
図
っ
て
き
た
。

　
同
年
の
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
に
際
し
て
は
、
大
会
前

に
春
期
授
業
・
定
期
試
験
を

終
了
さ
せ
る
、
大
会
に
関
わ

る
理
由
で
授
業
を
欠
席
す
る

場
合
は
公
欠
と
す
る
な
ど
の

特
別
措
置
を
示
し
、
学
生
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
し

た
。
ま
た
令

和
元
年
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
単

位
認
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
本
学
は
同
年
、
多
摩
市
と

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
国
立
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

３
者
、
同
２
年
に
は
同
市
と

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会
と
の
３
者
で
覚

書
を
締
結
し
、
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
共
和
国
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

団
が
多
摩
市
で
事
前
キ
ャ
ン

プ
を
す
る
際
に
は
、
本
学
施

設
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
大
会
延

期
と
い
う
状
況
に
お
い
て

も
、
感
染
対
策
の
徹
底
と
啓

発
を
図
り
な
が
ら
、
大
会
開

催
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

っ
て
き
た
。

科
な
ど
に
所
属
の
医
師
免
許

を
有
す
る
教
員
９
人
と
、
救

急
救
命
士
資
格
を
有
す
る
教

職
員
約
30
人
お
よ
び
看
護
師

６
人
、
職
員
は
延
べ
約
３
０

０
人
の
体
制
で
行
う
。
救
急

救
命
士
は
、
実
技
研
修
を
経

て
接
種
や
経
過
観
察
な
ど
へ

の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
る
。

世
田
谷
・
町
田
・
多
摩
の
３

キ
ャ
ン
パ
ス
に
接
種
会
場
を

設
け
、
７
・
８
月
の
土
・
日

曜
日
な
ど
を
利
用
し
て
接
種

を
進
め
る
。
希
望
者
に
は
８

月
中
に
２
回
目
の
接
種
を
終

え
る
予
定
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
パ
ス
近
隣

の
教
育
機
関
の
教
諭
ら
へ
の

接
種
も
実
施
し
て
い
る
。

　
集
団
免
疫
の
獲
得
が
感
染

拡
大
防
止
の
具
体
策
と
し
て

有
効
と
さ
れ
る
中
、
本
学
も

対
面
授
業
や
課
外
活
動
の
実

施
に
向
け
、
学
生
へ
の
早
期

接
種
に
期
待
を
か
け
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
卒
業
生
の
活
躍

も
注
目
し
た
い
。
空
手
道
の

宇
佐
美
里
香
さ
ん
（
平
成
20

年
文
学
部
、
同
27
年
ス
ポ
ー

ツ
・
シ
ス
テ
ム
研
究
科
卒
業
。

写
真
＝
空
手
道
マ
ガ
ジ
ン

JKFan

提
供
）
が
、
空
手
道

の
強
化
委
員
長
と
し
て
日
本

選
手
団
を
率
い
る
。

　
宇
佐
美
さ
ん
は
今
年
５

月
、
日
本
代
表
の
強
化
委
員

長
に
就
任
し
た
。
全
日
本
空

手
道
連
盟
で
女
性
の
強
化
ト

ッ
プ
就
任
は
初
め
て
の
こ
と

で
、
宇
佐
美
さ
ん
は
就
任
後

の
会
見
で
「
選
手
に
精
神
面

で
寄
り
添
い
、
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

　
３
月
25
日
に
福
島
県
を
出

発
し
全
国
の
各
自
治
体
を
巡

る
聖
火
リ
レ
ー
は
、
７
月
23

日
の
最
終
地
到
着
ま
で
お
よ

そ
１
万
人
が
聖
火
を
つ
な
い

だ
。

　
本
学
関
係
の
ラ
ン
ナ
ー
は

次
の
通
り
。

〔
凡
例
〕
氏
名
（
所
属
）
／

参
加
日
／
自
治
体
／
備
考

【
教
員
】

鈴
木
桂
治（
体
育
学
部
教
授
）

／
７
月
５
日
／
茨
城
県
常
総

市
／
本
学
柔
道
部
総
監
督
。

ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道

１
０
０
㌔
超
級
金
メ
ダ
リ
ス

ト
。
柔
道
男
子
日
本
代
表
コ

ー
チ
も
務
め
る
。

森
脇
保
彦（
体
育
学
部
教
授
）

／
７
月
22
日
／
東
京
都
渋
谷

区
／
本
学
柔
道
部
長
。
日
本

不
参
加
の
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク「
幻
の
五
輪
代
表（
柔

道
）」
の
一
人
。

【
学
生
】

吉
留
大
夢
（
体
育
１
年
）
／

４
月
27
日
／
鹿
児
島
市
／
男

子
新
体
操
部
所
属

笹
原
聖
矢
（
体
育
３
年
）
／

６
月
７
日
／
山
形
県
尾
花
沢

市
／
ス
キ
ー
部
所
属

向
山
蒼
斗
（
体
育
３
年
）
／

７
月
10
日
／
東
京
都
多
摩
市

／
男
子
新
体
操
部
所
属

　
経
営
学
部
は
、
11
月
23
日

に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
多
目

的
ホ
ー
ル
で
創
設
10
周
年
記

念
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。
テ
ー
マ
は
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
中
堅
・
中
小
企
業
」

で
、
各
界
で
活
躍
す
る
ゲ
ス

ト
を
招
く
予
定
。
参
加
対
象

は
、
本
学
学
生
・
教
職
員
。

　
ま
た
、
記
念
冊
子
の
発
刊

準
備
を
進
め
て
い
る
。
詳
細

は
今
後
、
経
営
学
部
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い 

く
。

　
今
年
創
設
60
周
年
を
迎
え

た
政
経
学
部
は
、
５
月
27
日

に
記
念
講
演
会
を
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。
講

演
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い
た
オ

ン
ラ
イ
ン
で
実
施
さ
れ
、
本

学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人

が
講
演
し
た
ほ
か
、
各
界
で

幅
広
く
活
躍
す
る
卒
業
生
ら

が
登
壇
。
多
目
的
ホ
ー
ル
お

よ
び
各
教
室
に
集
ま
っ
た
学

生
・
教
職
員
約
３
０
０
人
が

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
視
聴
し
た
。

　
政
経
学
部
は
、
昭
和
36
年

に
体
育
学
部
に
続
く
２
番
目

の
学
部
と
し
て
設
置
。
当
時

は
「
安
保
闘
争
」
が
激
化
し

た
時
代
で
、設
置
目
的
に
は
、

左
傾
化
す
る
世
論
を
憂
慮
し

て
日
本
伝
統
の
政
治
的
倫
理

観
と
国
際
的
な
視
野
を
持
つ

人
材
の
育
成
を
掲
げ
た
。
こ

れ
ま
で
に
約
５
万
人
の
卒
業

生
を
輩
出
し
て
い
る
。

　
　
　
　（
関
連
記
事
２
面
）

　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
百
年
史
編

纂
委
員
会
が
編
集
を
進
め
て

き
た
『
国
士
舘
百
年
史
　
通

史
編
』
が
刊
行
と
な
っ
た
。

　
本
書
『
通
史
編
』
は
、
内

容
を
３
部
構
成
と
し
、
国
士

舘
の
創
立
か
ら
現
在
に
至
る

学
園
の
歴
史

を
１
冊
に
ま

と
め
て
い

る
。
す
べ
て

記
録
資
料
に

基
づ
い
て
正

確
か
つ
詳
細

に
記
述
し
、

学
術
研
究
に

耐
え
う
る
内

容
と
な
っ
て

い
る
。
巻
末

に
は
、
校
舎
配
置
変
遷
、
年

表
、諸
学
校
・
学
部
の
変
遷
、

歴
代
役
職
者
の
一
覧
を
付
し

て
利
用
の
便
を
図
っ
た
。

　
国
士
舘
に
お
け
る
本
格
的

な
修
史
と
し
て
、
す
で
に
刊

行
し
た
『
国
士
舘
百
年
史
　

史
料
編
』
上
・
下
２
冊
（
平

成
27
年
）、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト

『
国
士
舘
１
０
０
年
の
あ
ゆ

み
』（
平
成
29
年
）
と
あ
わ

せ
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
国

士
舘
発
展
の
歴
史
を
総
合
的

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　『
通
史
編
』
の
目
次
・
仕

様
は
次
の
通
り
。

◇
　
目
次
　
◇

第
１
部
　
国
士
舘
の
創
立
と

発
展

第
１
章
　
国
士
舘
の
創
立
／

第
２
章
　
中
等
教
育
機
関
の

創
設
／
第
３
章
　
高
等
教
育

機
関
の
拡
充
と
戦
時
下
の
学

園第
２
部
　
戦
後
の
再
建
か
ら

総
合
学
園
化

第
１
章
　
復
興
へ
の
取
り
組

み
／
第
２
章
　
国
士
舘
大
学

の
創
設
／
第
３
章
　
教
育
の

拡
充
と
総
合
学
園
／
第
４
章

　
学
園
の
近
代
化
と
規
模
拡

大第
３
部
　
学
園
の
改
革
か
ら

創
立
１
０
０
周
年
へ

第
１
章
　
学
園
の
改
革
／
第

２
章
　
教
育
の
進
展
と
創
立

80
周
年
／
第
３
章
　
創
立
１

０
０
周
年
に
向
け
て

資
料
　
校
舎
配
置
図
／
国
士

舘
略
年
表
／
国
士
舘
の
沿
革

図
／
歴
代
役
職
者
一
覧

○
仕
様
　
Ａ
５
判
（
縦
組
）

／
上
製
本（
布
ク
ロ
ス
函
入
）

／
約
１
２
０
０
頁

　
紙
幅
の
関
係
等
か
ら
『
国

士
舘
百
年
史
』
に
収
載
で
き

な
か
っ
た
事
項
は
、
国
士
舘

史
資
料
室
で
今
後
の
編
纂
事

業
に
向
け
た
諸
作
業
が
進
め

ら
れ
る
。（
関
連
記
事
４
面
）

　
問
い
合
わ

せ
は
こ
ち
ら

（
国
士
舘
史

資
料
室
）
→         

◇
有
観
客
と
な
っ

た
試
合
会
場
で

は
、
観
戦
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
遵
守
し

ま
し
ょ
う

◇
観
戦
の
際
は
グ

ル
ー
プ
で
の
飲
食

は
控
え
、
自
宅
で

応
援
し
ま
し
ょ
う

公
道
で
の
リ
レ
ー
が
中
止
と
な
り
、
点
火
セ
レ
モ

ニ
ー
に
参
加
し
た
向
山
さ
ん
＝
読
売
新
聞
社
提
供

記
念
講
演
会
３
０
０
人
視
聴

政
経
学
部
創
設
60
周
年

経
営
学
部
は
10
周
年

11
月
に
記
念
行
事
を
予
定

『
国
士
舘
百
年
史
』（
左
『
通
史
編
』）

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
選
手
団
が
練
習

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
初
出
場

宇
佐
美
さ
ん 

選
手
団
率
い

い
じ
）
／
柔
道
男
子
・
コ
ー

チ
／
体
育
学
部
教
授
／
茨
城

県
／
本
学
柔
道
部
総
監
督
／

41
歳

在
学
生
の

皆
さ
ん
へ

ルール守った観戦を

多
彩
５
競
技
で

喜田純鈴選手（21ア３年）
＝アフロ提供齋藤元希選手（工学研究科修士課程１年）

小
南
拓
人
選
手

横
田
葵
子
選
手

岩
崎
優
選
手
　

　
＝
産
経
新
聞
社
提
供

清
水
梨
紗
選
手

 

＝TOKYO VERDY

提
供

５
人 
各
地
で
ラ
ン
ナ
ー
に

プールサイドで記念撮影するスナイフリードゥル
選手（右から２人目）ら選手団のメンバー

本学救急救命士らも打ち手に 本
学
の
取
組
み

空
手
道
初
の
女
性
強
化
委
員
長
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令和２年度決算の概要 （財務部）
　令和 ２ 年度決算は、令和 ３ 年 ５ 月２６日開催の
評議員会・理事会において所要の手続きを得て
承認されました。
　以下に掲げる決算の概要は、学校法人会計基
準に基づき作成した令和 ２ 年度事業活動収支計
算書における収入・支出及び貸借対照表におけ
る令和 ３ 年 ３ 月３１日現在、保有する資産、負債
及び純資産額について前年度決算額と比較して
説明したものです。
　なお、「令和 ２ 年度計算書類」の内容は、「令
和 ２ 年度事業報告書」とともに本学ホームペー
ジにおいても同様に公開しています。なお、説
明上の金額表示は、１００万円未満を切り捨てて
います。

●事業活動収支計算書
　事業活動収支計算書は、本法人が教育事業と
して当年度実施した教育活動収支、教育活動外
収支を経常的なものとして、また特別収支を臨
時的なものとした ３ つの活動区分に集計される
事業活動収入と事業活動支出の内容及びその均
衡状態を明らかにするものです。
１ ．教育活動収支
　収入内訳では、収入全体の ８ 割を占める学生
生徒等納付金が、国の入学定員抑制政策による
学生数の減少から対前年度１.１％減少し、１５７億
３,４００万円となりました。経常費等補助金では、
国及び東京都から合計で１８億８,０００万円の交付
を受けました。令和 ２ 年度は、コロナ禍におけ
る学納金納入者の家計困窮度を踏まえた国の新
たな修学支援（奨学金）制度により ４ 億４,０００
万円の追加交付を受けています。その他の収入
は、合計で１４億２,５００万円となりました。内訳は、
入学検定料を主とした手数料で ３ 億９,２００万円、
寄付金（現物寄付を含む）で １ 億２００万円、付
随事業収入では、学生寮運営事業、本学研究所
等が行う学外企業等からの受託事業並びに地域
交流に向けた生涯学習の公開講座等による収入
で、コロナ禍による事業の休止等による減収か
ら合計で １ 億５,１００万円となり、雑収入では、
学内施設設備の利用料及び退職金支出に相応す
る退職金財団等からの交付金など合計で、 ７ 億
７,８００万円となりました。これらにより教育活
動収入合計では、対前年度１.４％増加し、１９０億
４,０００万円となりました。
　支出内訳では、人件費で教職員給与等に８３億
３,９００万円、役員報酬、年金、退職金及びアル
バイト等賃金合わせて ３ 億１,４００万円。加えて

将来の退職金支払いに備えた退職給与引当金繰
入額 ６ 億９,４００万円を計上した結果、合計では、
対前年度３.９％増加し、９３億４,８００万円となりま
した。教育研究経費では、新型コロナウイルス
感染症予防策として国の緊急事態宣言による活
動自粛から、当年度計画した事業の多くが実施
の見送り、中止を余儀なくされ支出は減少しま
した。一方、対面授業に変わるオンライン授業
対策として、学生生徒の自宅におけるインター
ネット環境整備を支援するため、休学者を除く
全ての学生生徒に対し一人当たり ８ 万円の返還
を求めない奨学金として総額約１１億円の支出を
計上しました。その他建物・構築物・教育研究
用機器備品等に係る一年間の減価償却額を加
え、教育研究経費総額では、対前年度１２.８％増
加して、６８億１,５００万円となりました。
　管理経費では、学園広報及び学生・生徒の募
集事業等の遂行に要した経費と減価償却額との
合計で、対前年度１.３％増加の１４億２,６００万円と
なりました。また学生生徒等納付金の未収入金
からなる徴収不能額等では、コロナ禍における
国の修学支援制度及び国士舘大学教育後援会か
らの奨学事業に向けた寄付金、併せて臨時的措
置として学則に定める学生納付金の延納期限を
更に延期したこと等による未納者数の減少から、
対前年度４７.７％減少して４,６００万円となりまし
た。これらにより教育活動支出合計は、対前年
度６.７％増加し１７６億３,６００万円となりました。
　以上の結果、教育活動収入合計額から教育活
動支出合計額を差し引いた教育活動収支差額
は、対前年度３７.２％減少しましたが、１４億４００
万円の収入超過となりました。
２ ．教育活動外収支
　教育活動外収支では、収入で、保有する有価
証券等の受取利息・配当金が減少して １ 億６,２０
０万円に、支出では既存の借入金利息に３,２００万
円を計上した結果、対前年度２８.４％減少しまし
たが １ 億２,９００万円の収入超過となりました。
３ ．特別収支
　当年度の臨時的な要因によるものとした特別
収支の差額では、対前年度８０.３％が減少しまし
たが３,３００万円の収入超過となりました。
　内訳は、保有する有価証券の売却額が帳簿価
格を超えた資産売却差額に１００万円、その他の
特別収入では、学園の施設設備の改善を使途指
定とする寄付金で１,４００万円、現物寄付では、
科学研究費等で購入した備品等の寄付ほかで１０
０万円を、施設設備補助金では、私立学校情報

機器整備費（遠隔授業活用推進事業）補助金ほ
かで１,０００万円を計上し、また前年度における
減価償却期間の一部修正に要した過年度修正
（収入）額として６００万円を計上して、その他
の特別収入合計では３,３００万円となりました。
　特別支出では、当年度における「物品の不用
決定」、「図書の除却」等による資産処分差額合
計で２００万円となりました。
　以上の ３ つの区分における収支差額を合計し
た基本金組入前当年度収支差額は１５億６,７００万
円となり、同 ３ 区分の収入の合計額である事業
活動収入１９２億３,８００万円を分母とする事業活動
収支差額比率（当年度における経営の採算性を
示す指標）は８.１５％となりました。
　この差額から保有する資産の将来における維
持確保に向けた基本金として合計１９億５‚９００万
円を組み入れた結果、当年度収支差額は ３ 億９,
２００万円となり、前年度繰越収支差額を加えた
翌年度繰越収支差額は、マイナス ２１３億３,８００
万円となりました。

●貸借対照表
　貸借対照表は、会計年度末の資産、負債、純
資産の状態を表示しています。
　資産の部では、固定資産で５４１億２,６００万円と
なりました。有形固定資産の内訳は、土地で１１
１億１００万円、建物は減価償却を主要因として対
前年度１０億６,７００万円減額して２０６億４,４００万円、
構築物では、楓の杜キャンパス及び多摩キャン
パス拡充に向け２０２０年度に取得した南野地区教
育研究活動用地の環境整備等を含む２９億６,６００
万円、教育研究用機器備品及び管理用機器備品
並びに図書の整備には合計で６４億７００万円を計
上しました。建設仮勘定は、楓の杜キャンパス
完成に伴い適正科目に振り替えたことにより計
上していません。特定資産は、奨学基金の充実
に向けた第 ３ 号基本金及び退職給与引当金の一
部並びに累積する減価償却費に充当する運用資
産の合計で対前年度 ２ 億１００万円増額して２６億７
,１００万円となりました。その他の固定資産では、
施設利用権として多摩丘陵病院へ ２ 億円を支出
し、有価証券で満期償還等により対前年度３７億
円が減少して９８億９,９００万円になるなど合計で１
０３億３,２００万円となりました。流動資産は、計
上した ３ 月３１日から起算して １ 年以内に現金化
される資産です。対前年度合計で４８億４,３００万
円増加し、２３７億６００万円を計上しました。
　以上の結果、資産の部は、対前年度１２億５,８０

０万円増額して７７８億３,２００万円となりました。
　負債の部の固定負債では、建物等建設資金に
充てた長期借入金の計画返済の結果、対前年度
５ 億８,５００万円が減少し、また長期未払金及び
退職給与引当金合わせて６,８００万円が減少した
ことから固定負債合計では７９億２００万円となり
ました。
　また、流動負債では、長期借入金の内から翌
年度返済予定とする短期借入金が対前年度２,７０
０万円減少し、取引業者への（前年度事業経費）
未払金及び次年度資金となる学納金等の前受金
に国士舘大学教育後援会会費及び高等学校等の
修学旅行費等の預り金を合わせて５６億７,７００万
円となり、負債の部合計では、対前年度 ３ 億８０
０万円減額の１３５億８,０００万円となりました。
　純資産の部は、資産の取得源泉を自己資本と
して基本金と繰越収支差額で構成されていま

す。基本金では、第 １ 号基本金に、借入金の
返済額及び機器備品等の購入額として本年度
に１９億５,８００万円を組み入れ、第 ３ 号基本金で
は、国士舘奨学基金として１００万円を組み入
れ、第 ４ 号基本金では、恒常的に保持すべき
資金として前年度同額を計上し、基本金合計
では、対前年度１９億５,９００万円増加して８５５億
９,０００万円となりました。
　また、繰越収支差額は、事業活動収支計算
書における翌年度繰越収支差額と同額で、マ
イナス２１３億３,８００万円となり、基本金及び繰
越収支差額を合計した純資産の部は、前年度
末より１５億６,７００万円増加して６４２億５,２００万
円となりました。この結果、負債及び純資産
の部の合計は、前年度より１２億５,８００万円増
加して資産の部と同額の７７８億３,２００万円とな
りました。

詳細はホームページに掲載しています　https://www.kokushikan.ac.jp
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現金・預金他
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その他
固定資産

機器備品・
図書

建物・構築物

長期借入金
ほか負債

土　　地

単位：億円

資産及び負債の推移（過年度５年間）

支出

48%48%
43%43%

5%5%
4%4%

25%25%

19%19%

4%4%

収支差額
16億円

52%52%
収入

学生生徒等
納付金
経常費等
補助金
受取利息・
配当金ほか
人件費
教育研究経費
管理経費ほか

収入総額　193億円
支出総額　177億円

事業活動収支の割合

令和２年度 貸借対照表
令和３年３月３１日

令和２年度 事業活動収支計算書（概略）
令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで

資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 資 産 54,１26,３74,0１5 57,7１0,674,2１9 △３,584,３00,204
有形固定資産 4１,１22,80１,79３ 4１,407,３2３,797 △284,522,004
土 地 １１,１0１,66３,8１5 １１,１0１,66３,8１5 0
建 物 及 び 構 築 物 2３,6１１,３75,2３8 22,990,285,574 62１,089,664
教育研究用機器備品 １,１57,１68,479 949,252,970 207,9１5,509
管 理 用 機 器 備 品 １55,75３,850 １45,75１,260 １0,002,590
図 書 5,094,084,5３2 5,050,786,9１5 4３,297,6１7
車 両 2,755,879 5,769,88１ △３,0１4,002
建 設 仮 勘 定 0 １,１6３,8１３,３82 △１,１6３,8１３,３82
特 定 資 産 2,67１,042,000 2,470,042,000 20１,000,000
第２号基本金引当特定資産 0 0 0
第３号基本金引当特定資産 7１,042,000 70,042,000 １,000,000
退職給与引当金特定資産 2,000,000,000 2,000,000,000 0
減価償却引当特定資産 600,000,000 400,000,000 200,000,000
その他の固定資産 １0,３３2,5３0,222 １３,8３３,３08,422 △３,500,778,200
借地権・電話加入権 2１6,2３8,540 2１6,2３8,540 0
有 価 証 券 9,899,950,000 １３,600,３68,200 △３,700,4１8,200
そ の 他 の 資 産 2１6,３4１,682 １6,70１,682 １99,640,000

流 動 資 産 2３,706,6１6,747 １8,86３,4１３,458 4,84３,20３,289
現 金 預 金 2１,１6３,１42,2１7 １8,204,245,66３ 2,958,896,554
未 収 入 金 655,546,976 ３３0,8１9,5１5 ３24,727,46１
貯 蔵 品 74,３64,１40 7３,0１7,69３ １,３46,447
有 価 証 券 １,800,4１8,200 200,000,000 １,600,4１8,200
前 払 金・ 仮 払 金 １１,404,82３ 5３,１96,665 △4１,79１,842
別 段 預 金 ほ か １,740,３9１ 2,１３３,922 △３9３,5３１
資産の部合計 77,8３2,990,762 76,574,087,677 １,258,90３,085

負債の部� （単位：円）�
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

固 定 負 債 7,902,468,987 8,556,6３6,045 △654,１67,058
長 期 借 入 金 ３,052,１62,000 ３,6３7,452,000 △585,290,000
長 期 未 払 金 １09,024,704 １6３,249,992 △54,225,288
退 職 給 与 引 当 金 4,74１,282,28３ 4,755,9３4,05３ △１4,65１,770

流 動 負 債 5,677,942,３86 5,３３2,１１6,678 ３45,825,708
短 期 借 入 金 585,290,000 6１３,060,000 △27,770,000
未 払 金 92３,１6１,45３ 86３,１28,946 60,0３2,507
前 受 金 ３,622,278,１4３ ３,5１9,３59,629 １02,9１8,5１4
預 り 金 547,2１2,790 ３３6,568,１0３ 2１0,644,687
負債の部合計 １３,580,4１１,３7３ １３,888,752,72３ △３08,３4１,３50

純資産の部
科　　　目 本年度末 前年度末 増　　　減

基　　本　　金 85,590,722,28１ 8３,6３１,３80,2３4 １,959,３42,047
第 １ 号 基 本 金 84,228,680,28１ 82,270,３３8,2３4 １,958,３42,047
第 ２ 号 基 本 金 0 0 0
第 ３ 号 基 本 金 7１,042,000 70,042,000 １,000,000
第 ４ 号 基 本 金 １,29１,000,000 １,29１,000,000 0

繰越収支差額 △2１,３３8,１42,892 △20,946,045,280 △３92,097,6１2
翌年度繰越収支差額 △2１,３３8,１42,892 △20,946,045,280 △３92,097,6１2
純資産の部合計 64,252,579,３89 62,685,３３4,954 １,567,244,4３5

負債及び純資産の部合計 77,8３2,990,762 76,574,087,677 １,258,90３,085

� （単位：円）

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

科　　　目 予　　　算 決　　　算 差　　　異
学 生 生 徒 等 納 付 金 １5,747,３88,000 １5,7３4,904,１0３ １2,48３,897
手 数 料 4１6,890,000 ３92,１１6,869 24,77３,１３１
寄 付 金 89,１00,000 １02,707,678 △１３,607,678
経 常 費 等 補 助 金 １,884,067,000 １,880,9１6,250 ３,１50,750
付 随 事 業 収 入 2３5,760,000 １5１,4１7,687 84,３42,３１３
雑 収 入 7３6,３69,000 778,768,１25 △42,３99,１25
教 育 活 動 収 入 計 １9,１09,574,000 １9,040,8３0,7１2 68,74３,288

事業活動
支出の部

人 件 費 9,27１,427,000 9,３48,4１３,259 △76,986,259
教 育 研 究 経 費 8,0３6,982,000 6,8１5,３75,096 １,22１,606,904
管 理 経 費 １,72３,99１,000 １,426,5１7,8１３ 297,47３,１87
徴 収 不 能 額 等 70,600,000 46,0３2,05３ 24,567,947
教 育 活 動 支 出 計 １9,１0３,000,000 １7,6３6,３３8,22１ １,466,66１,779
教 育 活 動 収 支 差 額 6,574,000 １,404,492,49１ △１,３97,9１8,49１

教
育
活
動
外
収
支

事業活動
収入の部

受 取 利 息・ 配 当 金 １40,407,000 １62,206,667 △2１,799,667
その他の教育活動外収入 0 0 0
教 育 活 動 外 収 入 計 １40,407,000 １62,206,667 △2１,799,667

事業活動
支出の部

借 入 金 等 利 息 ３2,480,000 ３2,497,１87 △１7,１87
その他の教育活動外支出 0 0 0
教 育 活 動 外 支 出 計 ３2,480,000 ３2,497,１87 △１7,１87
教 育 活 動 外 収 支 差 額 １07,927,000 １29,709,480 △2１,782,480
経 常 収 支 差 額 １１4,50１,000 １,5３4,20１,97１ △１,4１9,700,97１

特
別
収
支

事業活動
収入の部

資 産 売 却 差 額 １,500,000 １,500,000 0
そ の 他 の 特 別 収 入 ３9,509,000 ３３,577,024 5,9３１,976
特 別 収 入 計 4１,009,000 ３5,077,024 5,9３１,976

事業活動
支出の部

資 産 処 分 差 額 5,000,000 2,0３4,560 2,965,440
そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0
特 別 支 出 計 5,000,000 2,0３4,560 2,965,440
特 別 収 支 差 額 ３6,009,000 ３３,042,464 2,966,5３6
基本金組入前当年度収支差額 １50,5１0,000 １,567,244,4３5 △１,4１6,7３4,4３5
基 本 金 組 入 額 合 計 △2,647,54１,000 △１,959,３42,047 △688,１98,95３
当 年 度 収 支 差 額 △2,497,0３１,000 △３92,097,6１2 △2,１04,9３３,３88
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △20,946,045,280 △20,946,045,280 0
基 本 金 取 崩 額 0 0 0
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △2３,44３,076,280 △2１,３３8,１42,892 △2,１04,9３３,３88

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 １9,290,990,000 １9,2３8,１１4,40３ 52,875,597
事 業 活 動 支 出 計 １9,１40,480,000 １7,670,869,968 １,469,6１0,0３2
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歴

任
し
学
園
の
発
展
に
貢
献
し

た
。
在
職
１６
年
。

め
の
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
形
態

を
説
明
し
て
理
解
を
求
め
た

ほ
か
、
授
業
料
貸
与
の
臨
時

的
な
運
用
な
ど
当
会
の
迅
速

な
支
援
に
謝
意
を
述
べ
た
。

　
議
事
で
は
、
事
業
報
告
と

同
計
画
、
決
算
報
告
と
予
算

計
画
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当

役
員
が
説
明
し
、
す
べ
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
本
学
の
就
職
状
況
を
キ

ャ
リ
ア
支
援
課
職
員
が
説
明

し
、
本
学
が
行
う
各
種
支
援

の
活
用
を
呼
び
か
け
た
。

点
と
す
る
本
学
防
災
・
救
急

救
助
総
合
研
究
所
や
大
学
院

の
研
究
施
設
お
よ
び
体
操
競

技
部
の
練
習
施
設
の
拡
充
を

図
る
。
正
門
や
ト
イ
レ
、
外

壁
な
ど
関
連
す
る
施
設
の
設

備
工
事
も
行
う
。
工
期
は
１０

月
下
旬
ま
で
を
予
定
し
て
い

る
。

　
体
育
学
部
と
大
学
院
２
研

究
科
を
置
く
多
摩
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
学
科
増
設
や
各
競
技

の
強
化
策
推
進
な
ど
教
育
研

究
活
動
の
進
展
に
よ
り
、
施

設
の
拡
充
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
世
田
谷
・

町
田
も
併
せ
た
３
キ
ャ
ン
パ

ス
の
総
合
的
な
中
長
期
計
画

の
も
と
整
備
を
進
め
る
。

◇

　
南
野
校
舎
は
多
摩
キ
ャ
ン

パ
ス
か
ら
約
１
㌔
㍍
の
南
多

摩
尾
根
幹
線
道
路
沿
い
に
位

置
す
る
。
校
地
は
統
合
再
編

で
廃
校
と
な
っ
た
都
立
南
野

高
校
の
跡
地
で
、
平
成
１９
年

に
学
校
法
人
恵
泉
女
学
園
が

購
入
し
、
そ
の
後
、
令
和
元

年
に
本
学
が
約
１５
億
６
千
万

円
で
取
得
し
た
。
校
地
内
に

は
既
存
の
教
室
棟
６
棟
と
体

育
館
な
ど
が
あ
る
。
土
地
面

積
は
約
２
万
１
１
９
３
平
方

㍍
、
建
物
延
べ
床
面
積
は
約

１
万
３
４
６
３
平
方
㍍
。

学
部
に
集
ま
っ
た
一
流
の
教

授
陣
を
紹
介
し
、「
政
経
学

　
ま
ず
大
澤
英

雄
理
事
長
が
ビ

デ
オ
レ
タ
ー
で

あ
い
さ
つ
し
、

政
経
学
部
設
置

当
時
の
活
気
づ

く
学
内
の
様
子

を
紹
介
し
た
。

　
続
く
佐
藤
圭

一
学
長
は
、
同

　
５
月
２７
日
に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
政
経
学
部
創
設
６０
周
年

記
念
講
演
会
で
は
、
本
学
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
を
招
い
て
講
演
を
行

っ
た
ほ
か
、
各
界
で
幅
広
く
活
躍
す
る
卒
業
生
ら
が
、
政
経
学
部
の
過
去

と
現
在
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
座
談
会
形
式
で
語
り
合
っ
た
。

多
摩
南
野
校
舎 

改
修
工
事
進
む

　
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
南
野
校

舎
の
一
部
改
修
工
事
が
、
今

年
５
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　
南
野
校
舎
内
の
既
存
建
物

や
体
育
館
な
ど
を
改
修
し

て
、
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠

部
監
督
・
佐
々
木
洋
氏
、
有

限
会
社
春
華
堂
代
表
取
締

役
・
山
崎
貴
裕
氏
、
磯
﨑
自

動
車
工
業
株
式
会
社
代
表
取

締
役
社
長
・
磯
﨑
拓
紀
氏
、

岩
元
学
部
長
の
６
人
が
登
壇

し
た
。

　
登
壇
者
は
学
生
時
代
を
振

り
返
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

や
経
験
か
ら
学
生
へ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
学
生
ら
は
先
輩
の
熱
い
思

い
を
受
け
止
め
る
よ
う
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。

や
教
育
の
特
色
、
出
願
資
格

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
、
理

解
を
深
め
た
。

　
参
加
し
た
教
諭
ら
は
入
試

相
談
後
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

各
施
設
を
自
由
に
見
学
し
、

本
学
の
修
学
環
境
を
知
る
貴

重
な
機
会
と
し
て
い
た
。

　
本
学
は
５
月
１４
日
、
世
田

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
館
の
１

階
と
地
下
１
階
を
会
場
と
し

て
、
高
校
教
諭
対
象
の
入
試

相
談
会
を
実
施
し
た
。

　
会
場
に
は
、１
都
３
県（
東

京
・
神
奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
）

の
高
等
学
校
を
中
心
と
す
る

約
２
０
０
校
か

ら
教
諭
が
訪
れ

た
。
本
学
か
ら

は
佐
藤
圭
一
学

長
を
は
じ
め
各

学
部
の
役
職
者

や
担
当
教
職
員

が
出
席
し
、
学

部
ご
と
に
設
置

し
た
相
談
ブ
ー

ス
で
は
、
入
学

者
選
抜
情
報
な

ど
の
個
別
相
談

に
応
じ
た
。
教

諭
ら
は
、
各
学

部
の
選
抜
内
容

月
２６
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ

ス
の
メ
イ
プ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ

ー
ホ
ー
ル
１
階
大
教
室
で
開

か
れ
、
約
５０
人
の
父
母
ら
が

出
席
し
た
。

　
山
田
愼
吾
会
長
は
開
会
の

あ
い
さ
つ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
昨
年
の
総
会
が
資
料

送
付
に
よ
る
書
面
で
行
わ
れ

た
こ
と
に
触
れ
、
あ
ら
た
め

て
設
立
目
的
や
組
織
体
制
な

ど
を
説
明
し
た
。
来
賓
の
佐

藤
圭
一
学
長
は
、
感
染
防
止

と
教
育
成
果
を
両
立
す
る
た

３
月
に
設
立
さ
れ
た
。
２
２

０
大
学
、
３２
の
競
技
団
体
が

加
盟
。
本
学
は
設
立
当
初
か

ら
参
画
し
て
い
る
。

見
を
よ
り
反
映
で
き
る
よ
う

大
学
学
長
や
競
技
団
体
の
代

表
を
増
員
し
、
理
事
を
２４
人

体
制
と
し
た
と
発
表
。
新 

会
長
に
は
、
前
中
央
大
学 

学
長
の
福
原
紀
彦
氏
が
就
任

し
た
。

　
ユ
ニ
バ
ス
は
、
大
学
ス
ポ

ー
ツ
界
の
統
括
と
振
興
を
目

的
に
平
成
３１
（
令
和
元
）
年

教
育
後
援
会 

総
会
を
開
催

　
国
士
舘
大
学
教
育
後
援
会

の
令
和
３
年
度
総
会
が
、
６

理
事
が
選
任
さ
れ
、
本
学
の

大
澤
英
雄
理
事
長
が
同
理
事

に
就
任
し
た
。

　
ユ
ニ
バ
ス
は
、
新
た
な
役

員
体
制
に
お
い
て
会
員
の
意

　
５
月
２８
日
に
開
か
れ
た
一

般
社
団
法
人
大
学
ス
ポ
ー
ツ

協
会
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｓ
＝
ユ

ニ
バ
ス
）
の
理
事
任
期
満
了

に
伴
う
定
時
社
員
総
会
で
新

た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
末

永
く
健
康
で
あ
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
続
い
て
、
４
人
の
受
賞
者

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
栄
え

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
感
無
量

の
思
い
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

多
く
の
教
職
員
や
学
生
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
今

後
も
で
き
る
限
り
の
恩
返
し

を
し
て
い
き
た
い
」「
さ
ま

ざ
ま
な
出
会
い
が
あ
り
、
本

当
に
幸
せ
な
教
員
生
活
を
過

ご
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
な
ど

と
述
べ
た
。

　
本
学
名
誉
教
授
の
称
号

は
、
在
職
中
に
教
育
、
学
術

ま
た
は
文
化
の
発
展
に
特
に

功
績
が
あ
っ
た
者
を
顕
彰
し

授
与
し
て
い
る
。

名
誉
教
授
記 

４
人
に
授
与

新
体
制 

ユ
ニ
バ
ス
の
理
事

 

大
澤
理
事
長
が
就
任

政経学部創設６０周年記念講演会

出
井
伸
之
氏
ら
講
演

 

山
本
昌
邦
氏
ら
卒
業
生
座
談
会
も

入
試
相
談
会

２００校の高校教諭参加

部
で
学
ん
だ
生
え
抜
き
の
研

究
者
を
輩
出
す
る
こ
と
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
養

成
す
る
こ
と
に
力
を
注
ぎ
た

い
」
と
述
べ
た
。
岩
元
浩
一

学
部
長
は
、
教
育
理
念
や
特

色
あ
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
、「
次
の
１０
年
に
向
け
引

き
続
き
支
援
を
お
願
い
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
第
１
部
の
講
演
会
で
は
、

ま
ず
、
ソ
ニ
ー
株
式
会
社
で

社
長
や
最
高
経
営
責
任
者
な

ど
を
歴
任
し
、
現
在
は
ク
オ

ン
タ
ム
リ
ー
プ
株
式
会
社
代

表
取
締
役
会
長
の
出
井
伸
之

氏
が
講
演
し
た
。
出
井
氏
は

ソ
ニ
ー
時
代
の
急
激
な
デ
ジ

タ
ル
化
の
転
換
期
を
振
り
返

り
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
激
変

す
る
現
在
の
状
況
を
チ
ャ
ン

ス
と
と
ら
え
て
今
後
の
情
報

革
命
に
向
き
合
う
こ
と
の
重

要
性
を
説
い
た
。

　
次
に
、
政
経
学
部
卒
業
生

で
サ
ッ
カ
ー
解
説
者
の
山
本

昌
邦
氏
が
、
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
コ
ー
チ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
日
本
代
表
監
督
な
ど
の
経

験
を
基
に
講
演
し
、「
私
は

国
士
舘
で
人
生
の
基
本
を
学

ん
だ
。学
生
の
皆
さ
ん
に
は
、

具
体
的
な
目
標
を
掲
げ
て
諦

め
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
て

ほ
し
い
」
と
学
生
ら
に
語
り

か
け
た
。

　
第
２
部
で
は
、
卒
業
生
に

よ
る
座
談
会
が
行
わ
れ
、
山

本
氏
に
加
え
て
、
株
式
会
社

第
一
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
代

表
取
締
役
・
三
浦
光
一
氏
、

花
巻
東
高
等
学
校
硬
式
野
球

列席者全員で記念撮影。受賞者は前列左から長谷川氏、
池田氏、（佐藤学長）、片山氏、飯田氏

多目的ホールを会場にオンラインで座談会を
進行する岩元学部長（左）と司会の熊迫教授

感
染
対
策
を
講
じ
て
実
施

し
た
相
談
会
の
様
子
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施設説明を聞く学生ら

国士舘感染症セーフティチームによる巡回の様子

連絡先を交換する原さん（右）と上条さん

体育学部スポーツ医科学科の実習の様子を見学
する参加者ら（多摩キャンパス）

著
作
隣
接
権
の
理
論

ド
イ
ツ
企
業
の
統
治
と
経
営

住
ま
い
の
百
科
事
典

哲
学
的
人
間
学

著
者
　
本
山
雅
弘
（
法
学
部

　
　
　
教
授
）

発
行
　
成
文
堂

価
格
　
７
７
０
０
円（
税
込
）

共
著
　
堀
口
朋
亨
（
経
営
学

　
　
　
部
准
教
授
）

発
行
　
中
央
経
済
社

価
格
　
３
０
８
０
円（
税
込
）

共
著
　
西
村
亮
彦
（
理
工
学

　
　
　
部
講
師
）

発
行
　
丸
善
出
版

価
格
　
２
６
４
０
０
円
（
税

　
　
　
込
）

監
修
　
助
川
成
也
（
政
経
学

　
　
　
部
教
授
）

発
行
　
新
星
出
版
社

価
格
　
１
４
３
０
円（
税
込
）

共
訳
　
菱
刈
晃
夫
（
文
学
部

　
　
　
教
授
）

発
行
　
知
泉
書
館

価
格
　
５
９
４
０
円（
税
込
）

サ
ク
ッ
と
わ
か
る 

ビ
ジ
ネ
ス
教
養

東
南
ア
ジ
ア 著 

書 

紹 

介

　
国
士
舘
百
年
史
編
纂
委
員

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
『
国
士

舘
百
年
史
　
史
料
編
』
上
・

下
、
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
国
士

舘
１
０
０
年
の
あ
ゆ
み
』
を

編
纂
・
刊
行
し
て
き
た
が
、

こ
の
度
、
編
纂
事
業
の
集
大

成
と
な
る
『
国
士
舘
百
年
史

　
通
史
編
』
を
上
梓
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
本
事
業
は
、
平
成
２９
（
２

０
１
７
）
年
に
迎
え
た
創
立

１
０
０
周
年
に
向
け
た
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成

１５
年
に
百
年
史
編
纂
委
員
会

（
委
員
長
大
澤
英
雄
）
が
発

足
し
た
こ
と
を
嚆
矢
（
こ
う

編
纂
委
員
会 

委
員
長

し
）
と
す
る
。
平
成
１９
年
に

は
、
創
立
９０
周
年
を
記
念
し

た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
『
国
士
舘

九
十
年
』
を
編
集
・
刊
行
し

た
が
、
本
事
業
が
本
格
化
し

た
の
は
平
成
２１
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
従
来
、
広
報
課
内

に
置
か
れ
た
資
料
室
と
年
史

編
纂
室
を
統
合
・
独
立
し
て

国
士
舘
史
資
料
室
を
新
設
す

る
と
と
も
に
、
百
年
史
編
纂

委
員
会
に
は
新
た
に
専
門
委

員
会
が
発
足
し
た
。
事
業
の

中
核
を
担
っ
た
専
門
委
員
会

は
、
編
纂
方
針
や
刊
行
計
画

の
立
案
の
ほ
か
、
直
接
の
編

集
作
業
に
も
当
た
り
、
近
現

代
史
や
教
育
史
等
を
専
門
と

す
る
委
員
で
構
成
さ
れ
た
。

　
従
来
、
本
学
の
歴
史
に
つ

い
て
は
特
定
の
回
顧
を
主
に

叙
述
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

教
育
の
理
念
の
形
成
過
程
や

先
人
た
ち
の
事
績
な
ど
は
、

必
ず
し
も
明
ら
か
で
あ
る
と

は
言
い
難
い
点
も
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
本
事
業
の
編
纂
方

針
は
、
残
さ
れ
た
歴
史
的
な

史
資
料
を
基
に
、
客
観
的
か

つ
学
術
的
な
記
述
に
よ
る
学

園
史
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

　
こ
の
方
針
に
沿
い
、
学
内

各
部
署
や
学
外
諸
機
関
を
調

査
し
、
可
能
な
限
り
関
連
資

料
の
収
集
を
実
施
し
た
。
ま

た
全
国
の
卒
業
生
や
元
教
職

員
な
ど
多
く
の
方
々
か
ら

は
、
関
連
す
る
貴
重
な
史
料

や
証
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
ら
の
収
集
し
た
史

資
料
を
基
に
、
ま
ず
は
『
史

料
編
』
を
刊
行
し
、
そ
れ
を

基
礎
と
し
て
『
通
史
編
』
を

編
纂
す
る
計
画
と
し
た
。
専

門
委
員
会
の
各
委
員
と
事
務

局
の
資
料
室
諸
氏
が
、
主
に

執
筆
・
校
正
の
編
纂
作
業
を

担
っ
た
が
、
特
に
専
門
委
員

会
は
計
９６
回
も
の
審
議
を
重

ね
た
ほ
ど
、
委
員
諸
氏
に
は

大
変
な
労
を
負
っ
て
い
た
だ

い
た
。

特
に
昨
年
来
、
不
測
の
事
態

に
直
面
し
た
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
は
、
委
員
会
審
議
を
は

じ
め
『
通
史
編
』
の
執
筆
や

校
正
作
業
に
お
い
て
も
、
大

変
な
不
便
を
強
い
る
事
態
と

な
っ
た
。

　
そ
れ
で
も
今
回
の
『
通
史

編
』
の
刊
行
を
終
え
、
本
学

に
と
っ
て
初
の
本
格
的
な
学

園
史
の
編
纂
事
業
が
完
遂
に

至
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

は
長
年
、
本
事
業
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
関
係
諸
氏
の

多
大
な
尽
力
の
賜
物
で
あ

り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
。

ま
た
関
連
の
史
資
料
を
提
供

い
た
だ
い
た
全
国
の
卒
業

生
・
関
係
者
に
も
、
重
ね
て

御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
本
事
業
の
成
果
で
あ
る

『
国
士
舘
百
年
史
』
は
、
本

学
が
過
去
か
ら
現
在
、
そ
し

て
未
来
へ
と
飛
躍
す
る
た
め

の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
将
来
の
学
園
史
編
纂
に

向
け
て
、
関
連
史
資
料
の
収

集
・
整
理
は
継
続
さ
れ
る
。

学
内
外
の
関
係
諸
氏
に
は
、

国
士
舘
の
発
展
の
た
め
に
、

一
層
の
支
援
を
願
い
た
い
。

（
元
学
校
法
人
国
士
舘
理
事
）

講義をライブ配信

強震疑似体験やＡＥＤ実習

学内で〝交換留学〟

新入生に施設説明法
学
部
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

「通史編」編纂事業を振り返って

海外校をオンライン受講

防災・救急救助
総合研究所

国
士
舘
中
学
校

協　

力

確
認
と
徹
底

授　業

実
行
委
員
会
が
発
足

５
言
語
の
研
修
も

オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
開
催

父
母
懇
談
会

開
催
を
延
期

留
学
を
疑
似
体
験

言
語
教
え
合
っ
て
交
流
楽
し
む

英
語
圏
２
校
と
韓
国

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
１
３
２
０
人

無
症
状
者
も
安
心
確
認

「
オ
ン
ラ
イ
ン
」の
効
果
報
告
も

Ｆ
Ｄ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

授
業
や
評
価
方
法
の
実
践
紹
介

学
園
史 

学
術
的
に
記
述

セ
ー
フ
テ
ィ
チ
ー
ム
が
巡
回

対
面
主
体 

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
も
整
備

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
人
数
制
限

国
士
舘
百
年
史

飯
田 

昭
夫

『緑の目の令嬢』

経済的支援
各種奨学金のご案内

一冊いかが

防
災
学
習 

中
高
に
も

　
本
学
防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所
は
４

月
２３
日
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
長
野
県

に
滞
在
中
の
国
士
舘
高
等
学
校
１
年
生
約
２

９
０
人
に
向
け
て
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
６

号
館
の
６
１
０
４
教
室
か
ら
、
防
災
学
習
の

講
義
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ラ
イ
ブ
配
信
し
た
。

　
防
災
学
習
は
２
部
構
成
で
実
施
さ
れ
、
は

じ
め
に
同
研
究
所
の
山
﨑
登
教
授
が
「
防
災

を
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
近
年
日
本
各
地
で
頻

発
し
て
い
る
地
震
や
風
水
害
に
つ
い
て
事
例

を
挙
げ
な
が
ら
解
説
し
た
。

　
続
い
て
、
同
研
究
所
の
中
林
啓
修
准
教
授

が
、
防
災
・
減
災
や
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
解
説
を
す
る
と
と
も

に
、
防
災
を
学
ん
で
い
く
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
。

Ｖ
Ｒ
防
災
体
験
車
で
地
震
を
疑
似
体
験

す
る
国
士
舘
中
学
校
の
生
徒
ら

　
国
士
舘
中
学
校
で
は
５
月

１８
日
、
全
生
徒
を
対
象
に
防

災
学
習
を
実
施
し
た
。
東
京

消
防
庁
世
田
谷
消
防
署
と
世

田
谷
区
の
協
力
の
も
と
、
Ｖ

Ｒ
防
災
体
験
車
を
使
っ
た
地

震
の
疑
似
体
験
や
煙
体
験
ハ

ウ
ス
で
の
煙
中
訓
練
、
消
火

器
訓
練
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
習
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組

ん
だ
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

学
校
法
人
国
士
舘
の
「
第
２

次
中
長
期
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
本
学
園
の
教
育
の
大

き
な
柱
で
あ
る
防
災
教
育
の

一
環
と
し
て
、
国
士
舘
高
等

学
校
・
中
学
校
が
学
習
の
機

会
を
設
け
た
も
の
で
、
今
後

も
継
続
的
に
続
け
て
い
く
。

　『
緑
の
目
の
令
嬢
』
と
い

う
作
品
を
ご
存
じ
だ
ろ
う

か
。
フ
ラ
ン
ス
の
小
説
家
、

モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
著『
ア

ル
セ
ー
ヌ
・
リ
ュ
パ
ン
（
ル

パ
ン
）
シ
リ
ー
ズ
』
の
一
篇

で
あ
る
。
ル
パ
ン
シ
リ
ー
ズ

と
い
え
ば
、
児
童
向
け
に
翻

訳
さ
れ
た
ポ
プ
ラ
社
刊
の

『
怪
盗
ル
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
』

が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
、

原
著
は
、
本
作
の
よ
う
に
ヒ

ロ
イ
ン
と
の
恋
愛
ス
ト
ー
リ

ー
も
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
大

人
向
け
の
作
品
で
も
あ
る

（
ポ
プ
ラ
社
版
で
は
恋
愛
話

は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
）。

　
私
が
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
目

覚
め
た
の
は
中
学
１
年
の
時

で
あ
っ
た
。
き
っ
か
け
は
、

た
ま
た
ま
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
て
い
た
国
民
的
ア
ニ
メ
映

画
（
と
私
が
勝
手
に
思
っ
て

い
る
）『
ル
パ
ン
三
世
　
カ
リ

オ
ス
ト
ロ
の
城
』（
宮
崎
駿

監
督
）
を
視
聴
し
、
感
銘
を

受
け
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

作
品
の
元
ネ
タ
が
『
緑
の
目

の
令
嬢
』だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、『
緑
の
目
の

令
嬢
』
に
は
、
凄
腕
の
ガ
ン

マ
ン
や
鉄
を
も
切
り
裂
く

侍
、
魅
惑
的
な
女
盗
賊
、
埼

玉
県
警
を
指
揮
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｐ

Ｏ
の
刑
事
な
ど
は
出
て
こ
な

い
。物
語
も
大
き
く
異
な
る
。

そ
れ
で
も
、
改
め
て
読
み
返

し
て
み
る
と
、
作
品
の
世
界

観
や
痛
快
な
ス
ト
ー
リ
ー
、

魅
力
的
な
主
人
公
や
ヒ
ロ
イ

ン
に
は
相
通
ず
る
も
の
が
あ

る
。
元
ネ
タ
と
し
て
有
名
な

「
あ
の
シ
ー
ン
」
ば
か
り
が

強
調
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外

の
部
分
で
も
『
カ
リ
オ
ス
ト

ロ
の
城
』
が
影
響
を
受
け
た

で
あ
ろ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ

リ
フ
や
シ
ー
ン
が
あ
る
こ
と

に
気
づ
く
。

　『
カ
リ
オ
ス
ト
ロ
の
城
』

は
『
緑
の
目
の
令
嬢
』
の
優

れ
た
オ
マ
ー
ジ
ュ
作
品
で
あ

る
。「
よ
い
模
倣
」
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う

か
。
元
ネ
タ
を
読
み
返
し
な

が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
も
考
え

て
し
ま
う
、『
カ
リ
オ
ス
ト

ロ
の
城
』
同
様
、
私
に
と
っ

て
は
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。

経
営
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
小
林
　
崇
秀

著者：モーリス・ルブラン

　
令
和
３
年
度
父
母
懇
談
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
で
緊
急
事
態
宣

言
が
長
期
に
わ
た
っ
て
発
令

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
５
月

か
ら
７
月
に
か
け
て
予
定
し

て
い
た
東
京
会
場（
世
田
谷
・

町
田
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
）

と
福
島
会
場
で
の
開
催
を
延

期
と
し
た
。

　
延
期
後
の
日
程
は
秋
以
降

を
予
定
し
て
お
り
、
対
象
者

に
郵
送
す
る
ほ
か
、
本
学
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、
国
の

制
度
や
日
本
学
生
支
援
機
構
の
奨
学

金
制
度
に
よ
る
支
援
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
家
計
が
急
変
し
た
場
合
も
申

請
が
可
能
で
す
。

◇
家
計
急
変
採
用（
給
付
型
奨
学
金
・

授
業
料
減
免
）

◇
緊
急
・
応
急
採
用
（
貸
与
型
奨
学

金
）

◇
緊
急
特
別
無
利
子
貸
与
型
奨
学
金

※
申
込
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

学
生
・
厚
生
課
奨
学
金
窓
口

０
３
（
５
４
５
１
）
８
１
１
３

学園祭 開催に向け
　
学
園
祭
開
催
に
向
け
て
各
学
園
祭
の
実
行
委

員
会
が
発
足
し
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。
昨
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

中
止
と
な
っ
た
が
、
今
年
は
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
す
る
方
向
。
一
般
の
方
の
来
場
の
有
無
な

ど
を
含
め
、
今
後
詳
細
を
検
討
し
て
い
く
。

　
開
催
予
定
日
は
次
の
と
お
り
。

◆
鶴
川
祭
（
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
１０
月
１６
・
１７
日

◆
楓
門
祭
（
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
１１
月
２
・
３
日

◆
多
摩
祭
（
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　
１１
月
１３
・
１４
日

　
４
月
中
旬
、
法
学
部
１
年

生
の
必
修
科
目
で
あ
る
「
教

養
教
育
ゼ
ミ
Ａ
」
で
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
が
実
施
さ
れ
、
１８

の
ゼ
ミ
に
分
か
れ
た
新
入
生

約
４
３
０
人
が
学
内
施
設
や

学
外
名
所
を
見
学
し
た
。

　
学
生
ら
は
各
ゼ
ミ
の
担
当

教
員
の
誘
導
で
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
各
施
設
を
見
て

回
っ
た
。
隣
接
す
る
松
陰
神

社
に
足
を
運
ん
だ
ゼ
ミ
や
、

国
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造

物
）
で
あ
る
国
士
舘
大
講
堂

の
中
を
見
学
し
た
ゼ
ミ
、
上

級
生
が
案
内
役
を
し
た
ゼ
ミ

も
あ
り
、
学
生
ら
は
新
た
な

仲
間
と
の
会
話
に
花
を
咲
か

せ
な
が
ら
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

を
楽
し
ん
だ
。

　
法
学
部
で
は
例
年
、
新
入

生
歓
迎
行
事
と
し
て
、
２
・

３
年
生
が
企
画
運
営
す
る
全

ゼ
ミ
合
同
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
、
各
ゼ
ミ
の

授
業
時
間
を
使
っ
て
担
当
教

員
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

　
本
学
で
は
５
月
以
降
、
内

閣
官
房
や
東
京
都
か
ら
の
協

力
要
請
を
受
け
、本
学
学
生
、

教
職
員
で
検
査
を
希
望
す
る

者
に
対
し
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
の
早
期
探

知
の
た
め
、
無
症
状
者
を
対

象
に
実
施
さ
れ
る
唾
液
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
、
ク
ラ
ブ
や
個
人

で
申
し
込
み
が
可
能
。
課
外

活
動
や
寮
生
活
な
ど
集
団
生

活
で
の
無
症
状
感
染
者
の
早

期
発
見
や
、
各
種
実
習
前
に

受
検
す
る
な
ど
、
安
心
で
安

全
な
学
習
環
境
に
つ
な
げ
る

狙
い
が
あ
る
。

　
７
月
１５
日
時
点
で
、学
生
・

教
職
員
合
わ
せ
て
延
べ
１
３

２
０
人
が
検
査
を
受
け
た
。

　
本
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

が
企
画
す
る
「
言
語
交
換
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
顔
合
わ
せ
が

５
月
２０
日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン

パ
ス
７
号
館
の
国
際
交
流
ル

ー
ム
で
行
わ
れ
た
。

　
言
語
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
本
学
在
学
中
の
外
国
人

留
学
生
と
日
本
人
学
生
で
２

～
３
人
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組

み
、
週
１
回
程
度
、
言
語
を

教
え
あ
い
、
互
い
の
文
化
を

紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
、
毎
年
春
期
と

秋
期
に
実
施
し
て
い
る
。

　
顔
合
わ
せ
に
参
加
し
た
原

フ
舒
さ
ん
（
院
２
年
）
と
上

条
詩
音
さ
ん
（
理
工
１
年
）

は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ル
ー

ル
と
注
意
点
を
聞
い
た
後
、

連
絡
先
を
交
換
し
た
。
原
さ

ん
は
「
交
流
の
中
で
日
本
文

化
を
理
解
し
た
い
」、
上
条

さ
ん
は
「
一
緒
に
出
か
け
る

な
ど
共
有
で
き
る
時
間
を
つ

く
り
た
い
」
と
話
し
、
交
流

へ
の
期
待
に
胸
を
躍
ら
せ
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
春
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
に

合
わ
せ
７
月
に
世
田
谷
・
町

田
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ

れ
た
交
流
会
に
は
、
約
３０
人

が
参
加
。
学
生
ら
は
「
互
い

の
文
化
を
よ
り
身
近
に
知
る

こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
、
交

流
の
成
果
を
満
足
げ
に
話
し

た
。

　
春
期
は
１９
組
４８
人
が
参
加

し
た
。
秋
期
は
９
月
か
ら
募

集
す
る
予
定
。

　
本
学
は
６
月
１２
日
に
町

田
・
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
、
同

１３
日
に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

で
２
年
ぶ
り
と
な
る
来
場
型

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開

催
し
、
受
験
を
希
望
す
る
高

校
生
な
ど
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス

合
わ
せ
て
約
１
３
０
０
人
が

参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
入
学
者
選
抜
概

要
の
説
明
後
、
小
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
本
学
学
生
に
よ

る
キ
ャ
ン
パ
ス
施
設
見
学
ツ

ア
ー
を
実
施
。
大
学
内
の
雰

１
３
０
０
人
参
加

東
京
、
福
島
会
場

囲
気
や
授
業
に
つ
い
て
の
説

明
、
各
施
設
の
紹
介
な
ど
を

行
い
な
が
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
内

を
案
内
し
た
。

　
参
加
し
た
高
校
生
ら
は

「
説
明
が
丁
寧
で
学
生
生
活

が
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
」「
初

め
て
参
加
し
た
が
実
習
の
様

子
を
見
て
よ
り
興
味
が
わ
い

た
」
と
話
し
、
参
加
者
の
満

足
し
た
表
情
が
見
ら
れ
た
。

　
今
回
か
ら
、
完
全
予
約
制

と
し
て
来
場
者
数
を
制
限

し
、
説
明
会
を
複
数
回
に
分

け
て
実
施
す
る
な
ど
感
染
対

策
を
講
じ
実

施
し
て
い
る
。

　
７
月
に

は
、
個
別
相

談
を
中
心
と

す
る
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
各
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ

盛
況
を
収
め
た
。

　
海
外
研
修
を
必
修
科
目
と
す
る
２１

世
紀
ア
ジ
ア
学
部
で
も
、
主
に
２
～

４
年
生
に
対
し
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

海
外
研
修
を
実
施
す
る
。
研
修
言
語

は
、中
国
語
、韓
国
語
、英
語
、イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
、
ビ
ル
マ
語
の
５
言
語
。

　
各
国
の
研
修
校
が
開
講
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
の
語
学
授
業
や
文
化
研
修
を

６０
時
間
受
講
す
る
こ
と
で
必
修
の
２

単
位
を
取
得
で
き
る
。

　
本
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
夏

季
休
業
期
間
中
の
８
月
上
旬
か
ら
９

月
上
旬
に
か
け
て
本
学
海
外
協
定
校

が
実
施
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
参
加
を
呼
び
か
け
、
５
学

部
１
研
究
科
か
ら
６２
人
が
参
加
す
る
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
校
は
、
本
学
の

海
外
協
定
校
の
う
ち
英
語
圏
２
校
と

韓
国
の
２
校
。
レ
ベ
ル
別
の
少
人
数

ク
ラ
ス
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
学

生
と
共
に
受
講
す
る
。
語
学
力
向
上

に
重
点
を
お
く
コ
ー
ス
や
異
文
化
体

験
を
主
と
し
た
コ
ー
ス
な
ど
、
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
交
換
留
学
と
短
期
の

海
外
研
修
が
共
に
中
止
と
な
り
、
留

学
意
欲
の
あ
る
学
生
に
異
文
化
体
験

す
る
機
会
を
提
供
す
る
。

　
本
学
Ｆ
Ｄ
委
員
会
は
６
月

２６
日
、
第
２５
回
Ｆ
Ｄ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
教
職
員
約
２
３
０
人

が
参
加
し
た
。テ
ー
マ
は「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
実
践
報

告
会
～
新
た
な
授
業
ス
タ
イ

ル
の
構
築
に
向
け
て
～
」。

遠
隔
で
受
講
す
る
一
部
学
生

の
学
び
を
保
障
す
る
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
授
業
の
実
践
報
告

と
成
績
評
価
方
法
な
ど
に
つ

い
て
、
各
学
部
の
教
員
が
１

人
ず
つ
発
表
し
た
。

　
発
表
で
は
授
業
形
態
に
応

じ
た
工
夫
例
が
紹
介
さ
れ

た
。
体
育
学
部
の
永
吉
英
記

教
授
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
実
施

す
る
科
目
の
際
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
ベ
ル
ト
で
胸
に
固

定
し
、
そ
の
映
像
を
配
信
。

教
員
の
目
線
で
手
の
動
き
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
広
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
も
音
声
配
信

と
学
生
の
声
へ
の
反
応
が
可

能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
動
画

で
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
取
り

入
れ
、
技
能
や
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
を
評
価

し
た
。

　
法
学
部
の
田
邉
恵
教
授

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
定
期

試
験
で
、
受
験
方
法
や
不
正

行
為
の
禁
止
、
追
試
験
の
申

請
な
ど
を
定
め
た
実
施
要
領

を
学
生
に
提
示
。
試
験
後
に

解
答
例
も
開
示
し
、
成
績
へ

の
問
い
合
わ
せ
に
も
対
応
す

る
な
ど
、
試
験
・
評
価
方
法

を
明
確
に
示
す
こ
と
を
意
識

し
た
。

　
そ
の
他
の
報
告
で
も
、
効

果
的
だ
っ
た
点
と
課
題
点
が

参
加
者
に
共
有
さ
れ
た
。
こ

れ
ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
経
験
に
よ
り
、「
学
生
が

は
っ
き
り
と
意
思
表
示
す
る

よ
う
に
な
っ
た
」「
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
記
述
量

が
増
え
て
い
る
」「
予
習
・

復
習
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
」
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
学
修
効
果
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
を

実
感
す
る
声
も
聞
か
れ
た
。

　
７
月
１２
日
か
ら
８
月
２２
日

ま
で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
て
い
る
。
４
月
２５
日

か
ら
６
月
２０
日
ま
で
の
宣
言

に
続
き
４
度
目
。
本
学
は
４

月
２５
日
以
降
、
一
部
の
科
目

を
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
切
り

替
え
な
が
ら
対
面
授
業
を
継

続
し
た
。
自
宅
に
オ
ン
ラ
イ

ン
受
講
環
境
が
な
い
学
生
に

対
し
て
は
、
学
内
で
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
受
講
で
き
る
施

設
を
開
放
す
る
な
ど
の
措
置

を
講
じ
、
春
期
授
業
期
間
中

は
こ
の
措
置
を
継
続
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
公
務
員
試
験
や
教
育
実

習
、就
職
活
動
な
ど
、授
業
以

外
に
も
対
面
に
よ
る
直
接
指

導
の
必
要
性
が
あ
る
中
で
、

本
学
は
、
引
き
続
き
キ
ャ
ン

パ
ス
内
の
滞
在
人
数
を
制
限

し
な
が
ら
、
対
面
で
し
か
成

し
え
な
い
教
育
効
果
と
、
学

生
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
を
提
供
し
て
い
く
。

安心・安全な学生生活へ

　
教
職
員
で
構
成
す
る
「
国

士
舘
感
染
症
セ
ー
フ
テ
ィ
チ

ー
ム
」
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
や

近
隣
地
域
で
の
巡
回
や
学

生
・
教
職
員
へ
の
注
意
喚
起
・

啓
発
活
動
を
継
続
的
に
行
っ

て
い
る
。

　
教
室
の
換
気
状
況
の
確
認

や
、学
生
食
堂
の
混
雑
緩
和
・

黙
食
指
導
な
ど
を
通
じ
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
を
図
り
、
安
心
・
安

全
な
環
境
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。

国
士
舘
高
校
生
２
９
０
人

滞
在
中
の
長
野
で
受
講
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令
和
２
年
度
本
学
学
部
卒

業
生
の
５
月
１
日
現
在
の
就

職
率
は
93
・
６
％
と
な
っ
た
。

業
種
別
で
は
「
公
務
」
へ
の

就
職
者
数
が
全
体
の
14
・
８

％
と
前
年
度
か
ら
１
・
４
ポ

イ
ン
ト
増
加
し
、
高
い
割
合

を
占
め
た
。
な
か
で
も
警
察

官
・
消
防
官
希
望
者
が
多
い

体
育
学
部
と
法
学
部
生
の
割

合
が
高
か
っ
た
。

　
警
察
官
・
消
防
官
が

　
全
国
１
位
に

　
４
月
に
発
売
さ
れ
た
『
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
２
２
』

（
朝
日
新
聞
出
版
）
の
調
べ

に
よ
る
と
、
本
学
の
令
和
元

年
度
卒
業
生
の
警
察
官
・
消

防
官
へ
の
就
職
者
数
が
前
年

に
引
き
続
き
い
ず
れ
も
全
国

の
国
公
私
立
大
学
の
中
で
１

位
に
輝
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
ま
た
、
自
衛
官
は
２
位

と
な
る
な
ど
、
公
安
系
公
務

員
の
採
用
数
が
減
少
す
る
中

で
学
生
の
努
力
が
実
っ
た
結

果
と
な
っ
た
。

　
本
学
は
、
低
学
年
か
ら
参

加
可
能
な
公
務
員
仕
事
理
解

セ
ミ
ナ
ー
や
大
手
予
備
校
と

提
携
し
た
公
務
員
採
用
試
験

対
策
講
座
を
開
講
す
る
な

ど
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
セ

ン
タ
ー
を
中
心
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
体
制
を
整
え
、
毎
年
多

く
の
合
格
者
を
出
し
て
い
る
。

　
救
急
救
命
士
国
家
試
験

　
１
４
４
人
が
合
格

　
３
月
14
日
に
、
第
44
回
救

急
救
命
士
国
家
試
験
が
実
施

さ
れ
、
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ

医
科
学
科
の
令
和
２
年
度
卒

業
生
１
３
０
人
が
合
格
し

た
。
全
国
の
四
年
制
大
学
の

中
で
は
最
も
多
く
、
既
卒
者

　
６
月
22
日
か
ら
24
日
に
か

け
て
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
８

号
館
で
学
部
４
年
生
・
修
士

２
年
生
を
対
象
と
し
た
学
内

合
同
企
業
説
明
会
「
就
活
！

Ｈ
Ｏ
Ｔ
　
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
が

開
催
さ
れ
た
。
３
日
間
で
計

15
社
の
企
業
が
出
展
し
、
学

部
４
年
生
を
中
心
に
延
べ
１

４
１
人
の
学
生
が
参
加
し
た
。

　
各
ブ
ー
ス
で
は
、
企
業
の

採
用
担
当
者
か
ら
会
社
概
要

や
業
務
の
内
容
、
採
用
試
験

日
程
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
説
明

を
受
け（
写
真
）、
学
生
ら
は

積
極
的
に
質
問
し
メ
モ
を
取

る
な
ど
就
職
活
動
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
参
加
し
た
学
生
ら
は
「
企

業
の
生
の
声
を
聞
き
、
雰
囲

気
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

　
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術

振
興
会
か
ら
、
令
和
３
年
度

科
学
研
究
費
助
成
事
業
の
研

究
種
目
別
に
交
付
決
定
が
あ

り
、
新
規
採
択
21
件
（
う
ち

転
入
１
件
）、
継
続
課
題
35

件
（
う
ち
転
入
３
件
）
の
計

56
件
の
学
術
研
究
に
合
わ
せ

て
８
０
６
９
万
５
千
円
の
科

研
費
が
交
付
さ
れ
る
。

か
っ
た
」「
一
度
に
複
数
の

企
業
の
話
が
聞
け
て
非
常
に

良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
今

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
業
界
の

話
を
聞
き
新
た
な
発
見
が
で

き
て
と
て
も
有
意
義
だ
っ

た
」
な
ど
と
話
し
、
充
実
し

た
表
情
を
見
せ
た
。

　
法
学
部
の
福
永
清
貴
教
授

は
、
本
学
図
書
館
・
情
報
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ

れ
て
い
る
弁
護
士
・
岸
清
一

の
貴
重
な
訴
訟
記
録
（
本
紙

５
１
８
号
で
紹
介
）を
調
査
・

研
究
す
る
「
岸
清
一
法
律
事

務
所
訴
訟
記
録
」
調
査
・
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
そ
の
一
環
と
し
て
５
月

と
７
月
に
そ
れ
ぞ
れ
講
演
会

を
開
催
し
た
。

　
５
月
８
日
に
は
、
講
師
に

早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
で
日

本
法
制
史
が
専
門
の
浅
古
弘

を
含
め
る
と
１
４
４
人
に
の

ぼ
っ
た
。

　
採
択
さ
れ
た
学
術
研
究

は
、
左
表
「
令
和
３
年
度
科

学
研
究
費
助
成
事
業
採
択
課

題
一
覧
」
の
と
お
り
。

　
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
セ
ン
タ
ー
は

６
月
14
日
か
ら
16

日
ま
で
の
３
日

間
、「
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
等
合
同

説
明
会
」
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催

し
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
へ
の
参
加

を
希
望
す
る
学
生

延
べ
１
２
８
人
と
、
公
募
制

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

予
定
の
約
60
企
業
・
団
体
の

関
係
者
ら
が
出
席
し
た
。

　
参
加
学
生
ら
は
、
興
味
の

あ
る
企
業
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ

ト
ル
ー
ム
に
分
か
れ
て
企
業

担
当
者
の
説
明
を
聞
き
、
こ

の
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

先
を
決
め
る
貴
重
な
情
報
源

と
し
て
活
用
し
て
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
本
学
主
催
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
２
年
連

続
中
止
と
な
り
、
例
年
本
学

学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
企

業
・
団
体
に
本
説
明
会
の
参

加
を
呼
び
か
け
た
。

◇

　
こ
れ
に
先
立
つ
５
月
18
日

か
ら
６
月
１
日
に
か
け
て

は
、
３
年
生
を
対
象
と
し
た

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
対
策

講
座
」
を
全
５
回
に
分
け
て

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、
学

生
３
７
５
人
が
参
加
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
今
夏
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
を
控

え
た
学
生
に
向
け
て
、
事
前

の
心
構
え
や
選
考
突
破
に
向

け
た
対
策
な
ど
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

を
通
じ
て
説
明
す
る
も
の

で
、
本
学
学
生
はmanaba

上
で
講
座
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を

閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

氏
を
招
き
、「
公

文
書
管
理
か
ら
考

え
る
司
法
記
録
の

保
存
と
公
開
」
と

題
し
た
講
演
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
、
学
内
外
か

ら
約
40
人
が
参
加
し
た
。

　
浅
古
氏
は
、
第
１
部
で
フ

ラ
ン
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
公
文

書
管
理
の
歴
史
と
現
状
に
つ

い
て
、
第
２
部
で
わ
が
国
に

お
け
る
明
治
以
降
の
記
録
保

存
の
歴
史
お
よ
び
裁
判
所
の

記
録
保
存
の
概
要
と
そ
の
歴

史
を
ひ
も
と
い
た
。さ
ら
に
、

特
別
保
存
の
制
度
に
つ
い
て

は
、
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
特
別
保
存
記
録
の

原
本
を
残
し
て
お
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
指
摘
。
必
要

な
資
料
を
適
切
に
保
存
す
る

に
は
、
独
立
し
た
国
の
機
関

と
し
て
国
立
公
文
書
館
の
権

限
を
強
化
す
る
こ
と
に
加

え
、
保
存
に
関
す
る
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
（
専
門
職
）
を
養
成

す
る
必
要
が
あ
る
と
締
め
く

く
っ
た
。

　
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科

主
催
の
講
演
会
が
４
月
24

日
、
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
34

号
館
模
擬
法
廷
室
で
開
催
さ

れ
、
学
生
・
教
員
約
40
人
が

参
加
し
た
。

　
講
師
は
民
法
を
専
門
と
す

る
学
習
院
大
学
大
学
院
法
務

研
究
科
教
授
の
大
村
敦
志
氏

で
、「
相
続
法
改
正
に
お
け

る
配
偶
者
保
護
―
民
法
改
正

の
見
方
を
中
心
に
―
」
と
題

し
、
改
正
さ
れ
た
相
続
法
の

配
偶
者
保
護
に
つ
い
て
、
改

正
の
背
景
と
そ
の
内
容
を
解

説
し
た
。
大
村
氏
は
、
相
続

法
改
正
の
法
制
審
議
会
部
会

長
と
し
て
改
正
に
至
る
議
論

に
加
わ
っ
た
立
場
か
ら
、「
改

正
の
プ
ロ
セ
ス
を
視
野
に
含

め
る
こ
と
が
法
の
解
釈
に
は

必
要
」
と
述
べ
、
ど
の
よ
う

な
社
会
像
を
念
頭
に
置
い
た

改
正
で
あ
る
か
を
掴
む
こ
と

が
い
か
に
重
要
か
を
伝
え
た
。

　
講
演
会
は
、
遠
隔
で
講
演

す
る
大
村
氏
の
映
像
を
模
擬

法
廷
室
の
参
加
者
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
視
聴
す
る
形
で
行

わ
れ
た
＝
写
真
。

　
本
学
が
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就

職
促
進
協
定
を
締
結
し
て
い

る
新
潟
県
が
５
月
23
日
、
専

修
大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
（
川
崎
市
）
を
会
場
と

し
て
「
新
潟
県
出
身
者
集
ま

れ
！
新
入
生
歓
迎
会
」
を
開

催
し
、
新
潟
県
出
身
の
本
学

２
・
３
年
生
５
人
が
対
面
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
大
学
卒

業
後
に
地
元
・
新
潟
で
Ｕ
タ

ー
ン
就
職
し
た
社
会
人
が
体

験
談
を
語
っ
た
ほ
か
、
新
潟

で
活
躍
す
る
芸
人
や
タ
レ
ン

ト
、
県
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
登
場
し
、
新
潟
ゆ
か
り
の

人
や
企
業
を
紹
介
す
る
ク
イ

ズ
大
会
が
行
わ
れ
た
。
参
加

学
生
ら
は
地
元
の
魅
力
を
再

確
認
す
る
と
と
も
に
、
大
学

を
越
え
た
同
郷
の
学
生
と
の

交
流
を
深
め
て
い
た
。

　
こ
の
催
し
は
新
潟
県
が
、

将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
の

促
進
を
目
的
に
、
新
入
生
以

外
に
も
枠
を
広
げ
て
開
催
し

た
も
の
で
、
協
力
校
と
し
て

本
学
の
ほ
か
、
相
模
女
子
大

学
、専
修
大
学
、玉
川
大
学
の

各
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
学
生
に

参
加
を
呼
び
か
け
た
。

　
７
月
３
日
に

は
、
江
戸
川
大
学

特
任
教
授
の
古
城

庸
夫
氏
に
よ
る
講

演
会
を
、
世
田
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
34
号
館
Ｂ
２
０

４
教
室
で
開
催
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
受
講
者
を
含
め
約

40
人
が
参
加
し
た
。

　
岸
清
一
の
生
涯
を
描
い
た

著
書
を
執
筆
し
、
近
代
ボ
ー

ト
競
技
の
歴
史
研
究
者
で
あ

る
古
城
氏
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

史
料
を
示
し
な
が
ら
、
ボ
ー

ト
競
技
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
紹
介
。
そ
し
て
、
東

京
帝
国
大
学
在
学
中
に
漕
艇

部
に
所
属
し
、
卒
業
後
は
弁

護
士
と
し
て
活
躍
す
る
傍

ら
、
大
日
本
体
育
協
会
第
２

代
会
長
、
日
本
人
と
し
て
２

人
目
の
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
な
ど
の
要
職
に
就
き
、

嘉
納
治
五
郎
ら
と
と
も
に
日

本
ス
ポ
ー
ツ
界
の
発
展
に
尽

力
し
た
岸
の
功
績
を
伝
え
た
。

　
古
城
氏
は
、
各
種
競
技
の

振
興
や
幻
と
な
っ
た
昭
和
15

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
活

動
な
ど
を
通
じ
て
「
ス
ポ
ー

ツ
や
そ
の
精
神
を
、
国
民
一

般
に
身
近
な
も
の
と
し
た
こ

と
に
大
き
な
価
値
が
あ
っ

た
」
と
、
岸
が
日
本
近
代
ス

ポ
ー
ツ
の
父
と
呼
ば
れ
る
ゆ

え
ん
を
語
っ
た
。

「
公
務
」
就
職
さ
ら
に
増
加

着実に成果

新
潟
県
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進

出
身
学
生
が
交
流
参
加

インターンシップ

全学部の業種別内訳（ホームページでも公開中）

就活支援就活支援
情報通信業8.8％

卸売・小売業
17.7％

サービス業
19.2％

公務14.8％

建設業6.3％

運輸業・郵便業
3.0％

製造業4.6％

その他2.3％

不動産業6.6％医療・福祉業3.2％

金融・保険業
4.4％教育・学習

支援業9.1％

就活支援
企
業
の
声
聞
き
新
た
な
発
見

説
明
会 

60
企
業
・
団
体
が
参
加

積
極
的
に
質
問

就活！ＨＯＴ ＳＰＡＣＥ

56
件
に
８
０
６
９
万
円
交
付

令
和
３
年
度

科
研
費
助
成

岸清一法律事務所訴訟記録の研究 「
保
存
制
度
」の
課
題
探
求

法
解
釈 

プ
ロ
セ
ス
視
野
に

「
相
続
法
改
正
」で
講
演
会

日
本
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
父

弁
護
士・岸
の
側
面
紹
介

３ 

大
学
・
大
学
院

（
１
）
教
育
・
研
究

①
学
位
授
与
、
教
育
課
程
編
成
・
実
施
お
よ
び

入
学
者
受
入
の
三
つ
の
方
針
の
見
直
し
お
よ
び

学
修
成
果
の
評
価
方
針
の
策
定

②
防
災
教
育
の
推
進

③
教
員
評
価
の
確
立

④
教
育
体
制
の
確
立

⑤
外
部
資
金
（
私
学
助
成
）
活
用
の
教
育
研
究

の
推
進

⑥
世
田
谷
６
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

⑦
Ｄ
Ｘ
の
活
用

⑧
Ｉ
Ｒ
の
活
用

⑨
学
術
研
究
支
援
の
取
り
組
み

　
研
究
倫
理
教
育
の
推
進
、
外
部
資
金
獲
得
支

援
の
推
進
、
学
内
研
究
助
成
制
度
の
活
性
化

⑩
図
書
館
の
環
境
整
備

⑪
国
際
交
流
の
推
進

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
１
０
０
新
型
海
外
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
交
換
留
学
（
派
遣
・
受
入
）、
留
学
生

実
態
調
査
、
海
外
研
修
、
留
学
生
日
本
語
ス
ピ

ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

⑫
国
士
舘
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
取
り
組
み

　
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
構
築
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
持
続
可
能
な

開
発
」
の
実
施

⑬
内
部
質
保
証
の
推
進

　
自
己
点
検
・
評
価
（
第
９
回
）
の
実
施
、
Ｆ

Ｄ
の
推
進

⑭
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
教
育
シ
ス
テ
ム
の
開
発

⑮
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立

⑯
地
区
父
母
懇
談
会
の
拡
大

⑰
各
学
部
の
取
り
組
み

　
創
設
60
周
年
記
念
誌
の
編
纂
、
防
災
に
関
す

る
講
演
会
の
実
施
（
政
経
学
部
）、
ク
ラ
ブ
活

動
運
営
基
盤
充
実
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
、
学
部

紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
編
集
（
体
育
学
部
）、

化
学
系
大
型
実
験
装
置
の
導
入
、
地
域
防
災
を

は
じ
め
と
す
る
理
工
学
部
の
新
た
な
教
育
へ
の

令和 3年度事業計画 学校法人国士舘

学校法人国士舘の規模等の概要 （令和 3 年₅月₁日現在）

は
じ
め
に

　
本
年
度
事
業
計
画
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

い
て
コ
ロ
ナ
禍
対
策
に
万
全
を
期
す
こ
と
は
も

と
よ
り
、
建
学
の
精
神
「
世
の
た
め
人
の
た
め

に
尽
く
し
う
る
人
材
の
養
成
」
を
掲
げ
、
本
学

の
使
命
で
あ
る
教
育
研
究
お
よ
び
社
会
貢
献
活

動
の
維
持
向
上
を
目
標
に
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
中
で
こ
と
に
大
学
お
よ
び
高
等
学
校
・

中
学
校
の
授
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
教
育
の
質

の
確
保
の
上
か
ら
も
教
室
で
の
対
面
授
業
を
推

進
し
、
こ
れ
と
並
行
し
て
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防

止
の
上
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
整
備
を
推
進

し
て
い
く
と
と
も
に
、
急
激
な
環
境
変
化
に
対

応
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
授
業
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
促
進
し
ま
す
。

　
第
２
次
中
長
期
事
業
計
画
の
実
施
か
ら
２
年

目
を
迎
え
た
本
年
度
事
業
で
は
、
法
人
と
教
学

が
一
致
団
結
、
一
致
協
力
の
下
、
全
力
で
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
徹
底
を
図
り
、
す
べ
て
の
計
画

事
業
実
現
に
向
け
て
、邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

１ 

事
業
の
概
要

（
１
）
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
万
全
実
施
と

第
２
次
中
長
期
事
業
計
画
の
推
進

（
２
）
施
設
・
設
備
の
改
善

【
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
】
８
号
館
キ
ャ
リ
ア
形

成
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
改
修
工
事
、
８
号
館

お
よ
び
10
号
館
（
地
下
１
階
・
２
階) 

空
調
シ

ス
テ
ム
機
器
の
更
新
工
事
、
５
号
館
５
３
０
１

Ａ
Ｌ
教
室
の
授
業
収
録
ス
タ
ジ
オ
設
置
工
事

【
町
田
キ
ャ
ン
パ
ス
】多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド（
サ

ッ
カ
ー
場
）
人
工
芝
の
更
新
工
事
、
メ
イ
プ
ル

ホ
ー
ル
学
生
食
堂
床
の
改
修
工
事
、
第
４
体
育

館
雨
樋
の
改
修
工
事
、
健
康
管
理
室
床
・
学
生

相
談
室
床
の
改
修
工
事
、
11
号
館
お
よ
び
12
号

館
Ｂ
棟
空
調
シ
ス
テ
ム
機
器
の
更
新
工
事
、

13
・
14
号
館
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
更
新
工
事

【
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
】
南
野
校
舎
施
設
の
改
修

工
事
、
陸
上
競
技
場
施
設
の
改
修
工
事
、
体
育

館
棟
第
１
・
２
ア
リ
ー
ナ
の
排
煙
窓
の
改
修
工

事
、
幹
線
道
路
側
の
樹
木
伐
採
工
事

【
全
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
】
防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設

工
事
（
世
・
多
）、
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機

器
更
新
工
事
（
世
・
町
・
多
）

（
３
）
防
災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
策
定
、
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
、
防
災
備
蓄
品
の
整

備
、
防
災
訓
練
・
点
検
の
実
施
、
自
衛
消
防
組

織
の
充
実
強
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

（
４
）
管
理
・
運
営

　
国
士
舘
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
定
、
職

員
人
事
計
画
の
推
進
、
Ｓ
Ｄ
の
推
進
、
印
刷
製

本（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）の
効
率
化
、
キ
ャ
ン
パ
ス

環
境
緑
化
、
募
金
事
業
、
記
念
式
典
・
祝
賀
会

等
の
実
施
、
監
査
の
実
施
、
国
士
舘
史
関
連
事

業
、
信
用
格
付
の
取
得
、
収
益
事
業
の
具
体
化

２ 

財
務
の
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
、

授
業
体
系
へ
の
多
大
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
、
本

学
で
は
「
対
面
授
業
」
ま
た
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
」
の
並
行
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
感
染
症
は
、
依
然
と
し
て
収
束
の
見
通

し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
り
、
当
年
度
事
業
計

画
に
基
づ
く
予
算
は
、
平
常
時
を
基
礎
と
し
て

多
様
な
対
応
を
可
能
と
す
る
編
成
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
収
入
で
は
、
国
に
よ
る
修
学
支
援
法
に
基

づ
く
大
学
等
の
授
業
料
お
よ
び
入
学
金
の
減

免
制
度
が
令
和
２
年
度
施
行
さ
れ
た
こ
と
で

新
た
に
減
免
額
に
見
合
う
補
助
金
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
の
入
学
定
員
の
厳
格
化
施
策
に

起
因
し
た
学
納
金
収
入
お
よ
び
経
常
費
補
助

金
交
付
額
の
さ
ら
な
る
減
少
が
想
定
さ
れ
、

加
え
て
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
進
学
人
口
の
低

減
の
み
な
ら
ず
学
納
金
納
入
者
の
雇
用
状
況

の
変
化
か
ら
在
籍
学
生
の
退
学
等
が
危
惧
さ

れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
支
出
で
は
、
雇
用
す
る
専
任
教
職
員
の
年

齢
構
成
か
ら
人
件
費
高
騰
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
ま
た
教
育
の
質
的
向
上
を
目
途
に
新
た

に
取
得
し
た
土
地
等
資
産
の
維
持
保
全
経
費

の
増
加
、
さ
ら
に
は
改
定
後
の
消
費
税
率
に

よ
る
事
業
費
全
体
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た

め
、
収
支
均
衡
を
目
指
し
た
予
算
編
成
上
の

課
題
と
し
て
事
業
の
縮
小
、見
直
し
、抑
制
お

よ
び
節
減
対
策
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
将
来
に

向
け
た
財
務
基
盤
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た

め
、
以
下
の
諸
点
を
重
点
項
目
と
し
て
今
年

度
の
予
算
管
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
収
入
面
に
つ
い
て

　
学
生
生
徒
定
員
の
確
保
、
募
金
活
動
の
新

た
な
取
り
組
み
、
公
的
助
成
金
事
業
へ
の
取

り
組
み
、
資
金
運
用
収
入
の
確
保
、
科
学
研

究
費
助
成
金
・
受
託
研
究
費
等
外
部
資
金
の

確
保

（
２
）
支
出
面
に
つ
い
て

　
教
育
研
究
環
境
の
充
実
に
向
け
た
重
点
的

執
行
、
施
設
・
設
備
関
係
整
備
の
推
進
、
防

災
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
積
極
的
な
推
進

取
り
組
み
（
理
工
学
部
）、「
模
擬
裁
判
」・「
法

律
討
論
会
」
の
実
施
、「
法
学
会
」
の
活
性
化
・

組
織
化
（
法
学
部
）、
入
学
前
教
育
の
実
施
、

広
報
活
動
の
推
進
（
文
学
部
）、
海
外
研
修
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
海
外
留

学
制
度
）
の
実
施
（
21
世
紀
ア
ジ
ア
学
部
）、

創
設
10
周
年
記
念
行
事
の
実
施
、
経
営
研
究
所

教
育
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
優
良
中
堅
・
中
小

企
業
の
調
査
研
究
」
の
実
施
（
経
営
学
部
）

⑱
大
学
院
の
取
り
組
み

　
社
会
人
学
生
の
受
入
推
進
、
入
試
説
明
会
の

開
催

⑲
各
研
究
科
の
取
り
組
み

　
21
世
紀
シ
ス
テ
ム
研
究
交
流
講
座
の
開
講
、

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
の
実
施
（
政
治
学
）、
研
究

発
表
会
・
学
修
発
表
会
の
開
催
、
研
究
科
の
広

報
（
経
済
学
）、
修
士
論
文
研
究
コ
ー
ス
・
特

定
課
題
研
究
コ
ー
ス
の
設
置
、
募
集
広
報
活
動

の
改
善
（
経
営
学
）、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー

資
格
取
得
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
、
一
年
制
修

士
課
程
の
開
設
準
備（
ス
ポ
ー
ツ
・
シ
ス
テ
ム
）、

教
育
研
究
業
績
の
整
備
、
学
習
管
理
シ
ス
テ
ム

Ｌ
Ｍ
Ｓ
の
構
築
（
救
急
シ
ス
テ
ム
）、
修
士
課

程
の
学
内
進
学
者
の
増
加
に
向
け
た
取
り
組

み
、
博
士
課
程
進
学
者
の
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
（
工
学
）、
海
外
提
携
校
と
の
交
換
講
義

計
画
の
推
進
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
法
学
）、

知
的
財
産
法
関
連
改
正
法
公
開
講
演
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
国
家
試
験
対
策
講
座
の
開

講
（
総
合
知
的
財
産
法
学
）、『
国
士
舘
大
学
人

文
科
学
論
集
』
の
発
行
に
よ
る
質
の
保
証
、
彬

子
女
王
殿
下
「
特
別
講
義
」
の
開
講
（
人
文
科

学
）、「
２
＋
２
＋
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
推
進
（
グ

ロ
ー
バ
ル
ア
ジ
ア
）

⑳
附
置
研
究
所
の
取
り
組
み

　
第
２
次
中
長
期
事
業
計
画
に
基
づ
く
研
究
所

の
在
り
方
の
再
検
討
（
イ
ラ
ク
古
代
文
化
研
究

所
お
よ
び
武
道
・
徳
育
研
究
所
）、
防
災
総
合

基
礎
教
育
、
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
論
、
防
災
リ

ー
ダ
ー
養
成
論
実
習
の
授
業
、 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
の

連
携
協
力
、
エ
ジ
プ
ト
国
医
療
従
事
者
の
救
急

救
命
研
修
、
防
災
・
救
急
救
助
訓
練
の
協
力

支
援
（
防
災
・
救
急
救
助
総
合
研
究
所
）、

沖
縄
自
然
体
験
教
室
、
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
フ
レ
イ
ル

予
防
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
健
寿
の
駅
」
の
設
置
、
ス
ポ
ー
ツ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
管
理
指
導
（
ウ
エ
ル
ネ
ス
・
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）、
研
究
資
料
の
散
逸
・

劣
化
の
防
止
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
セ
ン
タ
ー
）

（
２
）
学
生
支
援

①
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
充
実

　
就
職
支
援
体
制
の
強
化
、
公
務
員
採
用
試

験
対
策
支
援
の
強
化
、
そ
の
他
の
就
職
支
援

②
健
康
管
理
の
促
進

③
福
利
厚
生
制
度
の
支
援
強
化

　
障
が
い
者
支
援
、
奨
学
金
制
度
の
強
化
、

課
外
活
動
支
援
、
厚
生
施
設
環
境
の
整
備

④
学
生
寮
の
環
境
整
備

（
３
）
地
域
・
社
会
貢
献

　
地
区
行
事
の
支
援
、
職
場
体
験
学
習
受
入

れ
、
地
域
防
災
活
動
へ
の
支
援
、
ル
ー
ル
・

マ
ナ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
福
岡
県
太
宰
府
市

と
の
文
化
交
流
活
動
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
画
活
性
化
と

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
代
表
選
手
団
の
受
入
れ
、
公

開
講
座
新
規
会
員
の
拡
大
、
せ
た
が
や
ｅ
カ

レ
ッ
ジ
の
推
進

（
４
）
広
報
活
動

　
学
生
募
集
の
展
開
、
国
士
舘
ブ
ラ
ン
ド
の

醸
成
に
向
け
た
広
報
活
動

４ 

高
等
学
校
・
中
学
校

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、
将
来
構
想
検
討
委
員
会

の
設
置
、多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
野
球
場
の
整
備
、

中
等
部
創
設
１
０
０
周
年
事
業
、
高
大
接
続

の
促
進
、
英
語
力
の
向
上
、
防
災
教
育
の
取

り
組
み
、
募
集
・
広
報
活
動
の
推
進

（
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
）

■各キャンパスの土地面積
　世田谷　56,７７1㎡、町田　90,019㎡、多摩　183,588㎡、国士舘楓の杜　42,335㎡ 計3７2,７13㎡
■設置する学校　（　）内は修学キャンパス
　国士舘大学（世田谷・町田・多摩）＝大学院、政経学部、体育学部、理工学部、

法学部、文学部、21世紀アジア学部、経営学部
　国士舘高等学校（世田谷）＝全日制課程、定時制課程
　国士舘中学校（世田谷）

■役員・教職員の概要
　役　員　等：理事・監事・評議員 計 42人
　専 任 教 員：大学305人、高等学校4７人、中学校11人 計363人
　非常勤教員：大学639人、高等学校33人、中学校 1 人 計6７3人
　専 任 職 員：法人７0人、大学150人、高等学校 6 人、中学校 1 人 計22７人

■学生・生徒数
　国士舘大学大学院 290人
　国士舘大学 12,386人
　国士舘高等学校 1,0７７人
　国士舘中学校 114人
　計 13,86７人

令和 3 年度 科学研究費助成事業採択課題一覧
研究種目 氏名 所属 職名 研究課題

新
規
採
択

新学術領域研究
（研究領域提案型） 沼本　宏俊 体育学部 教授 古代メソポタミア北部におけるニネヴェ 5 期と古バビ

ロニア時代の土器研究

基盤研究(B) 福永　清貴 法学部 教授 「岸清一法律事務所訴訟記録」を起点とする法の近代
化と裁判の実相に関する実証的研究

基盤研究(B) 橋本　隆雄 理工学部 教授 侍の英知である城郭石垣を守る変位計測と数値解析を
併用した危険度診断システムの構築

基盤研究(B) 羽田　克彦 体育学部 准教授 細胞内カルシウム恒常性破綻によるアスリート特有の
代謝障害の解明

奨励研究 田村　浩志 政経学部 非常勤
講師 救命胴衣着用時の水上遊具下からの離脱に関する研究

奨励研究 渡部　裕美 経営学部 非常勤
講師 運動物体に対する小学生の認知・予測能力の解析

研究成果公開促進費
（学術図書） 阿部　武司 政経学部 教授 日本綿業史―徳川期から日中開戦まで―

基盤研究(C) 河先　俊子 ２１世紀
アジア学部 教授 日本大衆文化の開放が韓国の日本語教育に及ぼした影

響

基盤研究(C) 鈴木　裕之 法学部 教授 SNSがアフリカの口頭伝承文化に与えるインパクト：
マンデのグリオの事例

基盤研究(C) 本間　貴子 文学部 講師 通常教育と知的障害教育の学びの連続性を実現する教
科横断型キャリア教育モデルの追究

基盤研究(C) 名越　篤史 理工学部 准教授 固液臨界現象の探索：物理的特徴および機構の調査

基盤研究(C) 神野　　誠 理工学部 教授 超微細低侵襲手術支援ロボットの機構およびシステム
に関する研究

基盤研究(C) 酒井　平祐 理工学部 准教授 分子配向と結晶成長を指向した有機半導体成膜法の開
発と有機トランジスタへの応用

基盤研究(C) 山本　里佳 体育学部 准教授 新体操ピルエット・ローテーションの回転数を規定す
る因子の解明

基盤研究(C) 熊川　大介 体育学部 准教授 スピードスケート選手における「新・世界で勝つため
の目標体力水準」の構築

基盤研究(C) 和田　匡史 理工学部 教授 熱ショック蛋白質発現がＣＯＶＩＤ－１９による体力低
下やストレス改善の可能性の解明

基盤研究(C) 林　　一雅 法学部 准教授 学習環境における位置情報や行動情報の学習ログ収集
システムの開発

基盤研究(C) 西村　亮彦 理工学部 講師 道路空間の再編・利用を通じた公共空間再生のトータ
ルデザイン

基盤研究(C)転入 粟野　直之 経営学部 講師 視線計測データと画像解析を用いた視覚認知の定性お
よび定量分析

若手研究 川本　哲也 文学部 講師 被影響性に着目した児童期・青年期のパーソナリティ
変化の規定因：家族調査による検討

若手研究 郡司菜津美 文学部 講師 性教育における教えづらさと学びづらさを低減させる
教員養成の指導プログラムの開発

継
続
課
題

基盤研究(B)転入 森　　朋子 政経学部 講師 研究者と教育者の協働によるシビック・アクション促
進に向けた環境教育プログラム開発

基盤研究（C） 平　　浩一 文学部 教授 新聞小説の多角的研究─１９２0年代から１９40年代を中心
に

基盤研究（C） 加藤　幸治 文学部 教授 医療サービスの立地と需給の地域構造に関する基礎的
研究

基盤研究（C） 松崎　史周 文学部 准教授 作文・推敲につながる文法の知識・技能とその指導法
に関する研究

基盤研究（C） 土居　裕和 理工学部 准教授 新体操審判における身体運動認知の熟達化過程とその
脳科学的基盤の解明

基盤研究（C） 二井　昭佳 理工学部 教授 洪水防御と地域・都市再生に向けた河川・都市計画の
統合型計画技術の体系化と実装化

基盤研究（C） 関根　明伸 体育学部 教授 韓国における道徳科教科書の内容分析的研究

基盤研究（C） 中込　四郎 体育学部 特任
教授

こころの推進力の様態からみたアスリートの心理的問
題の類型化

基盤研究（C） 土佐　昌樹 ２１世紀
アジア学部 教授 東アジアの国民的アイデンティティ変容をめぐるマル

チサイテッド・エスノグラフィー

基盤研究（C） 小口　和美 イラク古代
文化研究所 教授 前 ３ 千年紀シュメール・アッカド地方の政治と社会：

出土史料の研究
若手研究 島崎　杉雄 経営学部 講師 のれんとシナジーに関する研究

若手研究 宍倉　悠太 法学部 准教授 発達障害を有する非行少年・不良行為少年への初期対
応としての多機関連携の展開可能性

若手研究 八木　堅二 政経学部 准教授 中国語方言音における地理的連続性と通時的変化の研
究

若手研究 平野　智也 スポーツ・シ
ステム研究科

研究科
助手

３ 次元足部形状からみた子どもの足部アーチの定量化
と体型や運動能力との関係の解明

基盤研究(B) 阿部　武司 政経学部 教授 工業化初期における技術移転の研究：明治期日本綿紡
績業の経験

基盤研究(C) 菱刈　晃夫 文学部 教授 メランヒトンのカテキズムに関する研究
基盤研究(C) 太田麻衣子 文学部 准教授 長江流域秦楚文化の研究：漢帝国成立の文化的背景

基盤研究(C) 小池　亜子 政経学部 准教授 地域ニーズを活かした外国人児童生徒等教育の教員研
修づくりとその効果の検証

基盤研究(C) 小野瀬倫也 文学部 教授 子どもの深い科学概念構築を志向した理科授業デザイ
ン支援に関する研究

基盤研究(C) 田中　重陽 政経学部 准教授 スポーツ競技者の筋・腱の力学的活動動態が筋パワー
発揮能力に及ぼす影響を探る

基盤研究(C) 竹市　　勝 政経学部 教授 運動物体の捕捉に関する認知・予測特性と運動制御特
性の解析

基盤研究(C) 地神　裕史 理工学部 教授 無意識に処理される視覚情報によって生じる生体反応
の生理学的解析とスポーツへの応用

基盤研究(C) 細越　淳二 文学部 教授 小学校体育授業担当者（学級担任、体育専科教員）の
在り方に関する総合的研究

基盤研究(C) 佐々木　浩 文学部 准教授 フィットネス教育を基盤とした小学校体つくり運動の
学習プログラムの開発

基盤研究(C)転入 山下　修平 経営学部 准教授 戦時期日本における会計実務の植民地への展開に関す
る研究

若手研究 齊藤　良子 政経学部 講師 言語学習による日韓・日中のイメージ良化要因研究
若手研究 布田　　徹 理工学部 准教授 量子ウォークの作用素論的研究

若手研究　 桐越　仁美 文学部 講師 西アフリカにおけるイスラーム系移民の危機回避に関
する人類学的研究

若手研究　 板山　真弓 政経学部 講師 新たな同盟像の提示に向けて－「対称・非対称ハイブ
リッド型同盟」としての日米同盟

若手研究　転入 大柳　良介 理工学部 講師 数理的手法による鉱物の溶解反応モデル選択とパラメ
ータ抽出

基盤研究(B) 沼本　宏俊 体育学部 教授 古代メソポタミア北部における歴史時代の物質文化の
研究ー日本隊の発掘資料を中心にー

基盤研究(C) 金子　真人 文学部 教授 発達障害に併存する視覚性認知機能障害の早期検出と
実用性の研究

基盤研究(C) 後藤　貴浩 文学部 教授 スポーツ人材の地域への定着過程と生活実践

若手研究 久保田裕次 文学部 講師 近代日本の「経済大国化」に関する基礎的研究―大正
期を中心に―

若手研究 鈴木　佑記 政経学部 准教授 南海産品の管理・生産・販売をめぐる実証的研究―タ
イとミャンマーの漁民を事例として

合計56件　新規採択　２１件（うち転入 １ 件）、継続課題　３5件（うち転入 ３ 件）、期間延長１0件は掲載しない

令和 ２ 年度就職状況



令和 ３年（２０２１年）７月２5日（日曜日）国　士　舘　大　学　新　聞年4回・２5日発行第5２5号 〈６〉

マ
ス
コ
ミ

　
　
を
追
う

【
新
聞
】

●
イ
ン
ド
と
欧
州
が
急
接
近
し
て

い
る
背
景
に
つ
い
て
、
政
経
学
部

の
助
川
成
也
教
授
の
コ
メ
ン
ト
が

掲
載（
日
本
経
済
新
聞
６
月
22
日
）

●
山
形
空
港
に
米
軍
輸
送
機
オ
ス

プ
レ
イ
が
緊
急
着
陸
し
た
こ
と
に

関
連
し
て
、
自
治
体
の
危
機
管
理

に
つ
い
て
防
災
・
救
急
救
助
総
合

研
究
所
の
中
林
啓
修
准
教
授
の
コ

メ
ン
ト
が
掲
載
（
山
形
新
聞
６
月

22
日
）

●
日
本
の
難
民
認
定
制
度
の
問
題

点
に
つ
い
て
、
文
学
部
の
鈴
木
江

　
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人

選
手
権
が
６
月
４
日
か
ら
６

日
、
神
奈
川
県
平
塚
市
の
レ

モ
ン
ガ
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
平
塚

で
開
催
さ
れ
、
女
子
１
０
０

㍍
障
害
決
勝
で
本
学
の
玉
置

菜
々
子
選
手
（
体
育
３
年
）

が
13
秒
30
の
大
会
新
記
録
を

出
し
て
優
勝
し
た
。

　
玉
置
選
手
は
準
決
勝
で
13

秒
37
の
タ
イ
ム
を
記
録
し
ト

ッ
プ
通
過
。
決
勝
で
は
、
課

題
だ
っ
た
と
い
う
序
盤
か
ら

快
走
し
、
中
盤
以
降
で
２
位

以
下
を
一
気
に
引
き
離
し
て

ゴ
ー
ル
し
た
。

　
試
合
後
、
玉
置
選
手
は

「
タ
イ
ム
よ
り
も
、
勝
ち
切

る
こ
と
を
意
識
し
た
。
大
会

新
記
録
に
は
自
分
で
も
驚
い

た
」
と
笑
顔
を
の
ぞ
か
せ

た
。

　
５
月
７
日
か
ら
９
日
ま

で
、
東
和
薬
品
ラ
ク
タ
ブ
ド

ー
ム
（
大
阪
市
）
で
開
催
さ

れ
た
第
97
回
日
本

選
手
権
水
泳
競
技

大
会
ア
ー
テ
ィ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
競
技
で
、
本

学
の
小
林
唄
選
手

（
体
育
１
年
）が
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
テ
ク

ニ
カ
ル
と
デ
ュ
エ

ッ
ト
フ
リ
ー
の
２

種
目
を
制
し
優
勝

し
た
。

　
前
回
大
会
の
デ

ュ
エ
ッ
ト
テ
ク
ニ

カ
ル
で
優
勝
し
た

小
林
選
手
ら
の
ペ

ア
は
、
今
回
も
息

の
合
っ
た
演
技
を

見
せ
、
83
・
０
３

３
３
点
で
２
連
覇

を
達
成
し
た
。
続
く
デ
ュ
エ

ッ
ト
フ
リ
ー
で
は
、
カ
メ
レ

オ
ン
を
テ
ー
マ
に
し
た
演
技

で
、
正
確
な
技
術
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
２
位
以
下
に
大
き
く

差
を
つ
け
る
85
・
４
３
３
３

点
を
マ
ー
ク
し
優
勝
、
見
事

２
冠
を
達
成
し
た
。

　
試
合
後
、
小
林
選
手
は
報

道
陣
に
「（
初
優
勝
し
た
）

昨
年
よ
り
も
高
得
点
を
取
れ

た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
」

と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
た
。

　
新
関
東
大
学
準
硬
式
野
球

連
盟
の
令
和
３
年
度
春
季
リ

ー
グ
戦
が
開
催
さ
れ
、
本
学

の
世
田
谷
準
硬
式
野
球
部
が

優
勝
を
果
た
し
た
。

　
今
季
は
、辞
退
校
も
多
く
、

参
加
８
校
を
２
組
に
分
け
総

当
り
戦
（
第
１
ラ
ウ
ン
ド
）

を
行
い
、
各
組
上
位
２
校
に

よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
第
２

る
は
昨
年
秋
季
リ
ー
グ
戦
優

勝
の
創
価
大
学
。

　
５
月
29
・
30
日
、
あ
き
る

野
市
民
球
場
で
行
わ
れ
た
試

合
は
、
主
将
の
三
井
翔
太
外

野
手
（
法
３
年
）
を
中
心
に

打
線
が
つ
な
が
り
計
５
得
点

を
挙
げ
る
と
、
先
発
の
エ
ー

ス
宮
崎
絋
投
手（
政
経
３
年
）

が
、
相
手
に
チ
ャ
ン
ス
す
ら

与
え
な
い
圧
倒
的
な
投
球
を

見
せ
５
―
１
で
勝
利
。
第
１

ラ
ウ
ン
ド
か
ら
負
け
な
し
で

優
勝
を
つ
か
み
取
っ
た
。

　
試
合
後
三
井
主
将
は
「
コ

ロ
ナ
禍
で
前
回
は
辞
退
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
だ
け
に
今

回
優
勝
で
き
て
本
当
に
よ
か

っ
た
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

リ
ー
グ
最
優
秀
選
手
賞
に

は
、宮
崎
投
手
が
選
ば
れ
た
。

　
そ
の
後
、
リ
ー
グ
優
勝
校

ラ
ウ
ン
ド
）
で

優
勝
校
を
決
め

る
、
例
年
と
は

異
な
る
実
施
方

式
を
と
っ
た
。

　
本
学
は
、
第

１
ラ
ウ
ン
ド
を

１
位
で
通
過

し
、
第
２
ラ
ウ

ン
ド
の
決
勝
へ

順
調
に
駒
を
進

め
る
と
、
迎
え

と
し
て
出
場
し
た
全
日
本
予

選
会
で
、
９
月
に
開
催
さ
れ

る
清
瀬
杯
全
日
本
選
抜
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

　
全
日
本
選
抜
レ
ス
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
が
５
月
30
日
に

東
京
・
駒
沢
体
育
館
で
行
わ

れ
、
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

57
㌔
級
で
、
本
学
職
員
の
阿

部
敏
弥
選
手
（
写
真
）
が
優

勝
し
、世
界
選
手
権（
10
月
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
）
の
代
表
を
手

に
し
た
。

　
準
決
勝
と
決
勝
で
は
「
格

上
の
相
手
だ
っ
た
の
で
、
挑

戦
者
の
つ
も
り
で
臨
ん
だ
」

と
い
う
言
葉
通
り
、
い
ず
れ

も
果
敢
に
攻
め
て
接
戦
を
制

し
、勝
利
を
つ
か
み
取
っ
た
。

　
阿
部
選
手
は
本
学
在
学
中

に
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
で

優
勝
す
る
な
ど
の
活
躍
を
見

せ
、
今
年
３
月
に
体
育
学
部

を
卒
業
。
そ
の
後
、
レ
ス
リ

ン
グ
部
コ
ー
チ
と
し
て
後
輩

●
五
輪
出
場
が
決
ま
っ
た
時

の
気
持
ち

　
喜
田
　
今
ま
で
支
え
て
く

れ
た
方
々
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
と
い
う
形
で
恩
返
し

で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
。

　
大
岩
　
今
年
は
４
つ
の
Ｗ

杯
と
代
表
選
考
会
と
い
う
長

い
戦
い
だ
っ
た
が
、
内
定
し

て
と
て
も
う
れ
し
い
。

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
に
合

っ
た
動
き
と
表
現
、
演
技
の

雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
。

　
大
岩
　
得
意
種
目
は
ク
ラ

ブ
。
回
転
力
と
ス
ピ
ー
ド
の

あ
る
ピ
ボ
ッ
ト
（
片
足
つ
ま

　
新
体
操
個
人
総
合
の
日
本
代
表
と
し

て
、
本
学
在
学
生
の
喜
田
純
鈴
選
手
（
21

ア
３
年
）
と
大
岩
千
未
来
選
手
（
理
工
２

年
）
の
２
選
手
が
出
場
す
る
。
両
選
手

は
、
６
月
に
行
わ
れ
た
代
表
選
考
会
で
上

位
２
人
と
し
て
「
日
本
の
個
人
総
合
代
表

２
枠
」に
入
り
、初
の
五
輪
切
符
を
手
に
し

た
。大
会
直
前
で
多
忙
を
極
め
る
２
人
に
、

東
京
五
輪
へ
の
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

ト
を
尽
く
し
、
応
援
し
て
く

れ
て
い
る
方
々
に
感
動
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
演
技
が
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
。

●
応
援
し
て
い
る
方
々
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

　
喜
田
　
出
場
は
、
自
分
の

　
５
月
24
日
、
東
京
２
０
２

０
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
日
本
代
表
推
薦
選
手
が

発
表
さ
れ
、
本
学
大
学
院
工

学
研
究
科
の
齋
藤
元
希
選
手

（
修
士
１
年
）
が
１
０
０
㍍

背
泳
ぎ
の
視
覚
障
害
の
ク
ラ

ス
で
、
本
学
選
手
初
と
な
る

出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

　
齋
藤
選
手
は
理
工
学
部
在

学
中
、
本
学
水
泳
部
の
一
般

部
員
と
パ
ラ
水
泳
部
員
と
共

に
練
習
に
励
み
、
今
春
か
ら

は
社
会
人
と
し
て
工
学
研
究

科
で
学
び
な
が
ら
競
技
を
継

続
し
て
い
る
。

　
本
紙
の
取
材
に
対
し
齋
藤

選
手
は
「
代
表
選
考
会
は
予

想
以
上
に
激
し
い
戦
い
に
な

っ
た
が
、
水
泳
人
生
で
初
め

て
う
れ
し
泣
き
を
し
た
。
２

０
２
０
大
会
は
、
今
後
長
く

続
く
競
技
人
生
で
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
の
ひ
と
つ
。
こ
こ
で

し
っ
か
り
結
果
を
残
し
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
ん
で
い

る
方
々
へ
、
少
し
で
も
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
た
い
」

と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
っ 

た
。

　
パ
ラ
水
泳
は
、
８
月
25
日

か
ら
東
京
ア
ク
ア
テ
ィ
ク
ス

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
開

催
さ
れ
る
。

　
２
０
２
２
年
シ
ー
ズ
ン
か

ら
、
本
学
サ
ッ
カ
ー
部
に
所

属
す
る
Ｆ
Ｗ
・
梶
谷
政
仁
選

手
（
体
育
４
年
）
が
Ｊ
１
チ

ー
ム
の
サ
ガ
ン
鳥
栖
に
、
Ｄ

Ｆ
・
谷
口
栄
斗
選
手
（
体
育

４
年
）
が
Ｊ
２
の
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
に
そ
れ
ぞ
れ
加
入
す

る
こ
と
が
内
定
し
た
。

　
梶
谷
選
手
は
、
力
強
さ
と

ス
ピ
ー
ド
を
兼
ね
備
え
た
ス

ト
ラ
イ
カ
ー
で
、
主
将
と
し

て
も
チ
ー
ム
を
牽
引
し
て
き

た
。

　
谷
口
選
手
は
、
状
況
に
応

じ
た
判
断
力
と
優
れ
た
予
測

能
力
に
定
評
が
あ
る
セ
ン
タ

ー
バ
ッ
ク
と
し
て
、
抜
群
の

安
定
感
を
誇
っ
て
い
る
。

　
両
選
手
と
も
、
プ
ロ
入
り

後
の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
る
。

玉
置
選
手 

ハ
ー
ド
ル
女
王

日
本
学
生
陸
上

個
人
選
手
権

１
０
０
㍍
障
害 

大
会
新
で
優
勝

日
本
選
手
権
水
泳

ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ

小林選手2冠
デュエット２種目で圧勝

華麗な演技で２種目を制した小林選手（右）ら＝アフロ提供

世
田
谷
準
硬
式
野
球
部

春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝

得点し喜びを分かち合う選手ら

オ
リ
パ
ラ
出
場
選
手
に
意
気
込
み
を
聞
く

喜
田
純
鈴
選
手

大
岩
千
未
来
選
手

東京 2020 五輪開幕 感謝感謝とと感動の舞台 いざ感動の舞台 いざ

●
得
意
な
種
目
ま
た
は
演
技

の
見
ど
こ
ろ

　
喜
田
　
得
意
種
目
は
リ
ボ

ン
。
大
会
当
日
は
４
種
目
と

も
違
う
雰
囲
気
の
曲
を
使
う

先
で
立
っ
た
状
態
で
の
回
転

技
）
に
ぜ
ひ
注
目
し
て
ほ
し

い
。

●
東
京
五
輪
へ
の
意
気
込
み

　
喜
田
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

舞
台
で
演
技
で
き
る
幸
せ
を

感
じ
な
が
ら
、
自
分
の
す
べ

て
を
出
し
切
り
た
い
。
た
く

さ
ん
の
方
に
自
分
の
想
い
が

伝
わ
る
演
技
を
す
る
。

　
大
岩
　
今
の
自
分
の
ベ
ス

力
だ
け
で
は

達
成
で
き
な

か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
支
え

て
く
れ
た

方
々
の
お
か
げ
。
今
後
も
、

さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
頑

張
り
続
け
た
い
。

　
大
岩
　
皆
さ
ま
の
力
を
い

た
だ
い
て
代
表
内
定
を
勝
ち

取
れ
た
。
最
大
限
力
を
発
揮

し
、
応
援
し
て
く
れ
る
方
々

に
伝
わ
る
演
技
を
し
た
い
。

喜
田
選
手 

幸
せ
感
じ
な
が
ら
演
技
を

大
岩
選
手 

最
大
限
の
力
を
伝
え
た
い

新体操個人総合

パラ水泳

取
材
に
笑
顔
で
答
え
る
齋
藤
選
手

競
技
人
生
の
節
目

し
っ
か
り
結
果
を

齋
藤
選
手

谷
口
栄
斗
選
手

梶
谷
政
仁
選
手

梶
谷
選
手
Ｊ
１
サ
ガ
ン

鳥
栖

内
定

 

阿
部
選
手
果
敢 

優
勝

世
界
選
手
権
57
㌔
級
代
表
に
決
定

の
指
導
に
あ
た
り
な
が
ら
練

習
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
初

め
て
の
世
界
選
手
権
に
向
け

て
は
「
技
術
と
ス
タ
ミ
ナ
で

は
海
外
選
手
に
負
け
な
い
自

信
が
あ
る
。
フ
ィ
ジ
カ
ル
を

も
っ
と
鍛
え
て
臨
み
た
い
」

と
力
強
く
抱
負
を
語
っ
た
。

　
大
会
組
織
委
員
会
募
集
の

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
東

京
都
を
は
じ
め
各
自
治
体
募

集
の
都
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
で
、
約
２
０
０
人
（
５
月

調
査
時
点
）
の
本
学
学
生
が

大
会
運
営
を
支
え
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
東
京
都
多
摩

市
と
の
連
携
協
定
に
基
づ
く

７
月
24
・
25
日
に
実
施
の
自

転
車
競
技
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

や
、
組
織
委
員
会
か
ら
の
派

遣
要
請
に
応
じ
て
、
各
分
野

で
人
員
を
提
供
す
る
予
定
だ
。

　
７
月
15
日
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
学
生
を

激
励
す
る
会
が
、
世
田
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
の
国
士
舘
大
講
堂

で
実
施
さ
れ
た
。
緊
急
事
態

全日本選抜
レスリング

学
生
３
選
手 

力
強
く

理
子
教
授
に
よ
る
解
説
が
掲
載

（
朝
日
小
学
生
新
聞
６
月
19
日
）

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
へ

の
対
応
で
、「
民
間
救
急
」
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

関
し
て
、
体
育
学
部
ス
ポ
ー
ツ
医

科
学
科
の
田
中
秀
治
教
授
の
コ
メ

ン
ト
が
掲
載
（
日
本
経
済
新
聞
６

月
13
日
）

●
テ
ニ
ス
・
大
坂
な
お
み
選
手
の

う
つ
病
に
つ
い
て
体
育
学
部
の
中

込
四
郎
特
任
教
授
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
が
掲
載（
岩
手
日
報
６
月
４
日
）

【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
】

●
夫
婦
同
姓
を
定
め
た
民
法
な
ど

の
規
定
に
関
し
、
最
高
裁
で
「
合

憲
」
と
す
る
判
断
が
示
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
政
経
学
部
の
百
地

章
特
任
教
授
の
見
解
が
掲
載
（
日

本
経
済
新
聞
電
子
版
６
月
23
日
）

●
栃
木
県
内
の
刑
務
所
に
い
る
65

歳
以
上
の
受
刑
者
へ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、

法
学
部
の
辰
野
文
理
教
授
の
コ
メ

ン
ト
が
掲
載
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
６
月
10
日
）

【
テ
レ
ビ
】

●
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
」
で
、
理
工
学

部
の
橋
本
隆
雄
教
授
が
静
岡
県
熱

海
市
で
発
生
し
た
土
石
流
を
現
地

視
察
し
た
際
の
コ
メ
ン
ト
が
放
映

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
７
月
８
日
）

●
吟
詠
「
初
夏
に
寄
せ
て
」
に
文

学
部
の
鷲
野
正
明
教
授
が
出
演

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｅ
テ
レ
６
月
26
日
）

優
勝
　
西
村
麻
凜
（
体
育
３
年
）

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

57
㌔
級

３
位
　
張
原
夕
斗
（
体
育
４
年
）

３
位
　
澤
谷
孟
（
体
育
３
年
）

74
㌔
級

３
位
　
小
野
文
聖
（
体
育
４
年
）

79
㌔
級

優
勝
　
奥
井
真
吉
（
体
育
３
年
）

97
㌔
級

２
位
　
秋
場
勇
星
（
体
育
４
年
）

１
２
５
㌔
級

２
位
　
谷
内
渓
祐
（
体
育
４
年
）

【
新
体
操
】

●
第
54
回
東
日
本
学
生
新
体
操
選

手
権
（
５
／
14
～
16
）

男
子
個
人
総
合

優
勝
　
向
山
蒼
斗
（
体
育
３
年
）

２
位
　
田
中
啓
介
（
体
育
４
年
）

女
子
個
人
総
合

優
勝
　
山
田
愛
乃
（
21
ア
１
年
）

男
子
団
体
総
合

２
位
　
国
士
舘
大
学

女
子
団
体
総
合

優
勝
　
国
士
舘
大
学

【
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ

ン
グ
】

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
２
０
２
１

（
６
／
17
～
20
）

デ
ュ
エ
ッ
ト
テ
ク
ニ
カ
ル

３
位
　
鈴
木
深
結
（
体
育
４
年
）

デ
ュ
エ
ッ
ト
フ
リ
ー

２
位
　
鈴
木
深
結

チ
ー
ム
フ
リ
ー

３
位
　
鈴
木
深
結

男
子
ソ
ロ
テ
ク
ニ
カ
ル

優
勝
　
岩
崎
尽
真
（
国
士
舘
高
校

３
年
）

男
子
ソ
ロ
フ
リ
ー

優
勝
　
岩
崎
尽
真

活
躍
す
る

　
ス
ポ
ー
ツ

《
大
学
》

【
陸
上
】

●
第
１
０
０
回
関
東
学
生
対
校
選

手
権
大
会
（
５
／
20
～
23
）

男
子
円
盤
投

優
勝
　
奥
村
仁
志
（
体
育
３
年
）

男
子
砲
丸
投

優
勝
　
奥
村
仁
志

●
第
３
回
鹿
児
島
県
記
録
会
（
５

／
２
～
３
）

男
子
十
種
競
技

優
勝
　
右
代
啓
祐
（
体
育
学
部
講

師
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
】

●
東
日
本
学
生
春
季
選
手
権
大
会

（
６
／
23
～
25
）

◇
女
子
の
部

62
㌔
級

３
位
　
武
藤
千
奈
恵（
体
育
２
年
）

◇
新
人
戦
の
部

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

82
㌔
級

２
位
　
大
泉
宗
太
郎（
体
育
１
年
）

87
㌔
級

優
勝
　
目
黒
優
太
（
体
育
２
年
）

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

61
㌔
級

２
位
　
秋
津
瑠
（
体
育
２
年
）

97
㌔
級

３
位
　
持
永
空
弥
（
体
育
２
年
）

◇
選
手
権
の
部 

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン

97
㌔
級

３
位
　
吉
村
海
里
（
体
育
３
年
）

１
３
０
㌔
級

アンダンテ：「歩くような速さで」という
意味の音楽の速度標語。本紙記者の取材こ
ぼれ話や本学に関する情報など、緩やかな
タッチでお伝えしています。

　
７
月
に
入
り
、
世
田
谷
区

役
所
の
新
庁
舎
建
設
に
向
け

仮
囲
い
の
設
置
工
事
が
始
ま

っ
た
。
あ
の
壁
画
も
い
ず
れ

取
り
壊
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
都
内
最
大
の
人
口
を
抱
え

る
区
の
庁
舎
は
、
モ
ダ
ニ
ズ

ム
建
築
の
大
家
・
前
川
國
男

の
設
計
に
よ
る
も
の
。
区
政

や
文
化
活
動
を
支
え
、
誰
も

が
憩
え
る
公
共
空
間
と
し

て
、
約
半
世
紀
に
わ
た
り
そ

の
役
割
を
果
た
し
た
。

　
本
学
は
道
路
を
挟
ん
で
そ

の
真
向
か
い
に
あ
る
。
区
政

の
中
心
地
一
帯
の
再
整
備
は

本
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
歴

史
の
一
コ
マ
と
な
ろ
う
。
そ

の
庁
舎
広
場
側
の
壁
面
に
、

「
男
子
棒
高
跳
６
㍍
３
セ
ン

チ
」「
女
子
走
高
跳
１
㍍
97

セ
ン
チ
」
と
書
か
れ
、
バ
ー

を
越
え
る
競
技
者
の
シ
ル

エ
ッ
ト
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

描
か
れ
て
い
る
。
２
０
１
６

年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の
金
メ
ダ
リ
ス

ト
の
記
録
だ
。

　
東
京
２
０
２
０
大
会
の
開

催
決
定
を
伝
え
る
フ
ラ
ッ
グ

が
街
に
は
た
め
く
中
、
大
会

機
運
を
高
め
る
こ
の
壁
画
の

ア
イ
デ
ア
に
目
を
見
張
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
記
録
と

同
じ
高
さ
の
位
置
に
描
か
れ

た
壁
画
を
仰
ぎ
見
て
は
そ
の

跳
躍
力
に
驚
き
、
人
々
の
歓

声
と
拍
手
を
想
像

し
た
。

　
本
学
体
育
学
部
講
師
で
陸

上
十
種
競
技
の
日
本
記
録
保

持
者
・
右
代
啓
祐
選
手
は
参

加
標
準
記
録
の
８
３
５
０
点

に
届
か
ず
、
３
大
会
連
続
の

出
場
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

２
日
間
で
「
走
・
跳
・
投
」

の
種
目
を
戦
い
抜
く
過
酷
な

競
技
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
挑
戦
し
続
け
た
姿
は
、

多
く
の
共
感
を
呼
ん
だ
。
記

録
だ
け
で
は
な
い
超
克
が
そ

こ
に
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
の
夏
、
緊
急
事

態
宣
言
下
で
行
わ
れ
る
東
京

大
会
で
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

は「
無
観
客
」と
い
う
こ
れ
ま

で
に
な
い〝
敵
〟に
対
峙
す

る
。
静
寂
の
競
技
場
で
記
録

更
新
な
る
か
。雲
外
蒼
天
、困

難
に
打
ち
勝
っ
た
そ
の
先
に

広
が
る
青
空
を
待
ち
望
む
。

　
　
　（
水
戸
部
　
真
由
美
）

「
乗
り
越
え
る
」

佐
藤
学
長
が
激
励

出場７選手

大
会
新
記
録
で
優
勝
し
た
玉
置
選
手
（
手
前
か
ら
２
人
目
）

学
生
に
エ
ー
ル
を
送
る

佐
藤
学
長

「世界で輝く国士」期待

ボランティア学生重要な役割 楽しんで

宣
言
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

出
席
者
を
最
小
限
に
留
め
、

学
生
か
ら
代
表
者
９
人
と
佐

藤
圭
一
学
長
を
は
じ
め
と
す

る
役
職
者
６
人
で
催
さ
れ
た
。

　
佐
藤
学
長
は
、
選
手
に
と

っ
て
は
人
生
を
か
け
て
き
た

集
大
成
の
場
だ
と
述
べ
、「
選

手
が
最
大
の
力
を
発
揮
で
き

る
よ
う
支
え
る
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
国
士
舘
の

代
表
と
し
て
大
い
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
発
揮
す
る
と

と
も
に
、存
分
に
楽
し
ん
で
」

と
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
学
生
ら
は
一
人
ず
つ
支
援

業
務
と
抱
負
を
述
べ
、
間
近

に
迫
っ
た
開
幕
に
向
け
表
情

を
引
き
締
め
て
い
た
。

　
佐
藤
圭
一
学
長
は
本

学
在
学
・
卒
業
の
出
場

７
選
手
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
学
生
に
向
け
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
激
励
の
言

葉
を
寄
せ
た
＝
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
全
文
。

　
選
手
に
は
「
世
紀
の

祭
典
の
ひ
の
き
舞
台
に

日
本
を
代
表
し
て
立
つ

こ
と
の
誇
り
を
胸
に
、

国
士
舘
建
学
の
精
神
を

体
現
す
る
国
士
と
し

て
、
世
界
で
輝
く
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
述
べ
た
。

　
◆
選
手
の
力
に

　
井
上
陽
帆
さ
ん（
文
４
年
）

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
終
え
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
臨
む
。
　

　「
一
生
に
一
度
あ
る

か
な
い
か
の
経
験
に
な

る
は
ず
。
将
来
教
員
に

な
っ
た
時
に
子
ど
も
た

ち
に
こ
の
経
験
が
伝
え

ら
れ
る
よ
う
に
、
自
分

の
力
を
最
大
限
生
か
し

て
取
り
組
み
た
い
。
活

動
場
所
は
選
手
村
。
少

し
で
も
選
手
の
力
に
な

れ
ば
」
と
語
る
。

　
◆
大
会
肌
で
感
じ
て
　

　
吉
橋
寿
葵
さ
ん（
法
４
年
）

は
、
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
で
観

客
の
誘
導
や
荷
物
検
査
な
ど

を
行
う
予
定
だ
っ
た
。
無
観

客
で
の
開
催
が
決
定
し
、
役

割
変
更
の
連
絡
が
入
っ
た
。

同
会
場
で
開
催
さ

れ
る
近
代
五
種
の

チ
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

だ
。

　「
無
観
客
と
決

ま
っ
た
時
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
中
止

に
な
る
の
で
は
と

心
配
だ
っ
た
。
業

務
内
容
は
変
わ
る

が
、
よ
り
選
手
の

近
く
で
サ
ポ
ー
ト
が
で
き

る
。
率
先
し
て
動
き
、
役
割

を
全
う
し
た
い
。
肌
で
感
じ

た
大
会
の
経
験
は
き
っ
と
自

分
の
糧
に
な
る
」
と
意
気
込

み
を
語
っ
た
。

一生に一度の経験
自分の糧になる　
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